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「平成 29 年 地域とともに」の発行にあたって 

 

工学部長 横田 光広 

 

日本は技術立国を目指して産学官が連携して取り組んできました。最新テクノロジー分野では日

本は先頭集団で頑張っていますが、製品の量産においてはアジア諸国の台頭が目覚ましく、日本経

済に影響を与えています。一方、現在は、新しい知識・情報・技術が政治・経済・文化をはじめ社

会のあらゆる領域での活動の基盤として飛躍的に重要性を増す知識基盤社会の時代であると言わ

れています。特に、イノベーションの創造、グローバル化への対応、チーム力の強化などが求めら

れています。宮崎大学工学部では、知識基盤社会の中でたくましく生き抜き、地球環境と共生でき

る科学技術の創造と、それを担う人間性豊かな人材の育成を目的した教育を行い、産業界に送り出

しています。 

将来の科学技術を担う子供たちを育成するためには、子供たちに早くから科学に関心を持っても

らい、理科が大好きな少年・少女を育てることが必要です。工学部では、子供たちが科学の素晴ら

しさやものづくりの楽しさが体験できるようなイベントを毎年多数開催しており、子供たちには

「アドベンチャー工学部」、中学生や高校生には「青少年のための科学の祭典」、「テクノフェスタ

体験入学」、「宮崎県『みやざきサイエンティスト育成事業』：宮崎サイエンスキャンプ」などやスー

パーサイエンスハイスクールへの協力を積極的に行っています。また、本学部での教育研究につい

てのご理解を深めることを目的として、高等学校や工業高等専門学校に本学教員が出向いて行う

「出前講義」を行っています。 

地域の技術者の育成や企業の活性化に貢献できる行事として、地域の技術者も参加できる講座、

実習の開講、産学連携事業なども展開しています。 

本冊子は平成 29 年度に工学部が地域の皆様と取り組んできた各種の催しや活動を紹介するもの

です。本冊子に掲載されている様々な取組みに積極的にご協力いただきました中学校や高校の教員

の皆様方、宮崎県や地域の産業界の皆様方に心から御礼申し上げます。また、これらの取組を企画、

実施していただきました工学部教職員や行事のお手伝いをいただきました学生の皆さんに感謝い

たします。 

工学部は、これからも我が国の基幹産業を支えることのできる国際的に通用する専門技術者の育

成や宮崎の地域特性を活かした研究などの推進に加えて、地域の活性化や技術者を目指す青少年の

科学への動機付けなどを積極的に進めてまいります。 

 



－ 2 － 

目   次 

 

 

「平成 29 年 地域とともに」の発行にあたって ････････････ 学部長 横田 光広 

 

１．中高との教育連携 

   ( 1)  工学部テクノフェスタ体験入学 ･･･････････････････････････････････････ ４ 

   プログラム ･････････････････････････････････････････････････････････ ５ 

平成 29 年度工学部テクノフェスタアンケート集計 ･･････････････････････ ６ 

入学式と修了式および体験入学の様子 ･････････････････････････････････ 14 

実施内容 

生命をつくる分子のかたちと役割 [ 講義] ････････････････････････････ 15 

コンピュータグラフィックスを使ってタンパク質を調べよう[ 実験] ･････ 16 

構造物を解く力学 [ 講義]  ･･････････････････････････････････････････ 17 

トラス構造の強さ [ 実験]  ･･････････････････････････････････････････ 18 

ロボットとセンサー [ 講義] ････････････････････････････････････････ 19 

ロボット用センサーの実験 [ 実験] ･･････････････････････････････････ 20 

身近な流体力学：ベルヌーイの定理とマグナス効果［講義］････････････ 21 

ベルヌーイの定理とマグナス効果を体験してみよう！ [ 実験］･･････････ 22 

電子の気持ちになって半導体を学ぼう！ [ 講義] ･･････････････････････ 23 

電気から光を、光から電気を作ってみよう！ [ 実験]  ･･････････････････ 24 

電気回路の講義と研究 [ 講義]  ･･････････････････････････････････････ 25 

電気回路のシミュレーション [ 実験]  ････････････････････････････････ 26 

計算と推論の理論 [ 講義]  ･･････････････････････････････････････････ 27 

対話型証明システム [ 実験] ････････････････････････････････････････ 28 

 

   ( 2)  アドベンチャー工学部 ･･･････････････････････････････････････････････ 29 

実施内容 

オリジナルブローチを作ろう ･･･････････････････････････････････････ 30 

廃油から石鹸やキャンドルを作ろう ･････････････････････････････････ 31 

前にも後ろにも飛べるゴム動力飛行機をつくる ･･･････････････････････ 32 

コーナーキックについて考えてみよう ･･･････････････････････････････ 33 

偏光で遊ぼう（万華鏡・ブラックウォール） ･････････････････････････ 34 

太陽電池であそぼう ･･･････････････････････････････････････････････ 35 

画像認識で遊ぼう ･････････････････････････････････････････････････ 36 

絵具で作る不思議な模様 ･･･････････････････････････････････････････ 37 

日本のひなた『宮崎県』の太陽の熱を集めてみよう ･･･････････････････ 38 

ものづくり体験教室 ･･･････････････････････････････････････････････ 39 

 

   ( 3)  青少年のための科学の祭典 2017 宮崎大会 ･････････････････････････････ 40 

実施内容 

「割れないシャボン玉を作ろう」 ･･･････････････････････････････････ 41 

「放射線を測ろう」 ･･･････････････････････････････････････････････ 42 

「紙コップヘッドホンを作ろう！！」 ･･･････････････････････････････ 43 

 



－ 3 － 

 

   ( 4)  宮崎県「みやざきサイエンティスト育成事業」：宮崎サイエンスキャンプ ･･ 44 

 

２．高大連携 

   ( 1)  宮崎北高等学校スーパーサイエンスハイスクールへの協力 ･･･････････････ 47 
 

   ( 2)  宮崎西高等学校附属中学校への協力 ･･･････････････････････････････････ 48 
 

   ( 3)  宮崎南高等学校フロンティア科「総合科学」への協力 ･･･････････････････ 50 
 

( 4) 高鍋高等学校「サイエンス探究ツアー」の実施 ･････････････････････････ 55 
 

(5) 高等学校と宮崎大学工学部との教育ネットワーク ･･･････････････････････ 56 
 

   (6) 出前講義 ･･･････････････････････････････････････････････････････････ 59 

 

３．地域連携 

   ( 1)  株式会社ホンダロックとの産学連携事業 ･･･････････････････････････････ 66 
 

   ( 2) 企業提案による卒論テーマ ･･･････････････････････････････････････････ 67 

 



－ 4 － 

 

 

ḹ ǀ11 ˲ǁ 

参加高校：県内２７校、県外１校 

飯野高等学校、五ヶ瀬中等教育学校、小林高等学校、佐土原高等学校、高城高等学校、高鍋高等

学校、妻高等学校、日南学園高等学校、日南振徳高等学校、日章学園高等学校、延岡学園高等学

校、延岡工業高等学校、日向高等学校、福島高等学校、鵬翔高等学校、都城泉ヶ丘高等学校、都

城工業高等学校、都城聖ドミニコ学園高等学校、都城西高等学校、宮崎工業高等学校、宮崎大宮

高等学校、宮崎学園高等学校、宮崎第一高等学校、宮崎西高等学校、宮崎日本大学高等学校、宮

崎東高等学校、宮崎南高等学校、京都成章高等学校 

 

 

˗ ὕ Кὦ 

２０１７年１１月１９日（日曜日）に実施された工学部テクノフェスタ体験入学は、県内外の高校生

に宮崎大学工学部を広く深く知ってもらうことを目的に、毎年大学祭の日に合わせて工学部広報・地域

連携委員会が企画運営している。今年度で１９回目の開催となった。本事業では、工学部の７つの学科

（環境応用化学科、社会環境システム工学科、環境ロボティクス学科、機械設計システム工学科、電子

物理工学科、電気システム工学科、情報システム工学科）が、それぞれ特色ある講義と実習を企画し、

高校生が希望する企画を体験してもらうことで、各学科の教育・研究内容と工学の面白さを知ってもら

うことをねらいとしている。また、高校生が進路を選択する上で少しでも参考になることを期待して実

施している。 

 

事前に参加申込案内を県内高校に郵送配布し、２８高校から１６８人の参加者があった。昨年度は１

２９人の参加で３０％の参加者増であり、広報の効果があると考えられる。 

 当日、高校生は入学式に集合し、本学兒玉副学長からの歓迎の挨拶と、本事業の概要を受けた。その

後、工学部７学科の各学科の担当教員から講義（午前９０分間）を受けた。午後は、実験・実習（午後

９０分間）を受講した。また、実験・実習は、多くの学部生・院生の協力のもとに実施された。最後の

修了式では、横田工学部長より工学の重要性と面白さについての挨拶があり、修了証書が授与された。

当日行ったアンケート調査では、参加した高校生の多くが「参加して良かった・まあまあ良かった」と

回答しており、また、「宮崎大学工学部に関心がわいた」と回答した者も多く、当初の目的を達成できた

と判断している。 

 例年、宮崎大学工学部への入学者には、このテクノフェスタ体験入学への参加経験者が多数いること

から、今後とも工学部の重要な大学開放事業及び地域貢献事業として継続すべきであると思われる。 

 

  

 

♥◒ⱡⱨ▼☻♃  
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     2017/12/01 

平成 29 年度工学部テクノフェスタアンケート集計 

工学部広報・地域連携委員会 

 

１．基本事項 

 アンケート回答者は 166 名（参加者は 168 名）で回収率は 98.8% (H28 年度は 100％)であった。回

答者の属性の内訳は、表１の通りである。 

①  昨年度と比べ参加人数は約 30%増加した。 

②  普通系は昨年度と比べ全学年（特に 2 年生）増加した。 

③  工業系は 1 年生が昨年と比べ減少したが、2、3 年生は増加した。 

④  その他は 1 年生が大きく増加した。 

 
 

表１ 参加者の回答人数 

H29 年度 

学科名 
普通系 工業系 その他 

合計 
1 年 2 年 3 年 合計 1 年 2 年 3 年 合計 1 年 2 年 3 年 合計 

環境応用化学 1 2 3 6 0 1 0 1 0 0 0 0 7 

社会環境システム 9 11 2 22 0 0 1 1 3 0 0 3 26 

環境ロボティクス 1 3 5 9 0 7 3 10 1 0 0 1 20 

機械設計システム 8 13 4 25 1 2 5 8 1 0 0 1 34 

電子物理 1 7 1 9 1 4 1 6 1 0 0 1 16 

電気システム 0 4 2 6 0 3 3 6 0 0 0 0 12 

情報システム 12 17 4 33 6 6 4 16 2 0 0 2 51 

合計 32 57 21 110 8 23 17 48 8 0 0 8 166 

H28（H27）年度 

学科名 
普通系 工業系 その他 

合計 
1 年 2 年 3 年 合計 1 年 2 年 3 年 合計 1 年 2 年 3 年 合計 

環境応用化学 1 (8)  5 (6) 2 (4) 8 (18) 0 (0) 1 (0) 0 (1) 1 (1) 0 (0)  0 (0) 0 (0) 0 (0) 9  (1 9 ) 

社会環境システム 2 (11) 4 (11) 1 (6) 7 (28) 0 (0) 3 (1) 1 (0) 4 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 11 (29) 

環境ロボティクス 2 (11) 7 (7)  4 (2) 13(20) 

 

0 (0) 0 (0) 1 (2) 1 (2)  0 (0) 0 (1) 1 (0) 1 (1) 15 (23) 

機械設計システム 11 (19) 11 (12) 2 (2) 24 (33) 1 (0) 3 (2) 4 (4) 8 (6) 0 (0) 0 (2) 0 (1) 0 (3) 32 (42) 

電子物理 2 (6) 9 (11) 

 

2 (1) 13 (18) 0 (0) 0 (0) 1 (0) 1 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 14 (18) 

電気システム 0 (4) 

 

 

3 (3) 2 (1) 5 (8)  0 (0) 2 (2) 3 (4) 5 (6)  1 (0) 1 (0) 0 (0) 2 (0) 12 (14) 

情報システム 7 (6) 8 ( 6 ) 0 (4) 15 (16) 10 (7) 7 (3) 2 (3) 19 (13) 0 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (1) 34 (30) 

合計 25 (65) 

 

47 (56) 13 (20) 85(141) 11 (7) 16 (8 ) 12 (14) 39 (29) 1 (1) 1 (3) 1 ( 1 ) 3  ( 5 )  127 (175) 

 
 
 

２．設問４：今年は体験入学を日曜日に開催しましたが、開催日はどちらがいいですか。 

 

①土曜日 42 

②日曜日 52 

③どちらでもよい 72 
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３．設問５(1)ð(4)の回答結果 

 表２より、86%（昨年 97％）の学生がテクノフェスタに参加して宮崎大学工学部の様子が分かったと

回答している。また、表５より、90%（昨年 96%）の学生が宮崎大学工学部に関心がわいたと回答して

おり、昨年度より比率は下がったものの、テクノフェスタの目標の一つである工学部の紹介については

目標を達成したと考えられる。 

 表３より、91%（昨年 97%）の学生がテクノフェスタに参加して良かったと評価しており、また、表

４より、89%（昨年 90%）の学生が体験入学のような催しがあれば参加したいと回答しており、高い満

足度を得られていることが伺える。 

 

 

 

表２ 設問 5(1)：今回の体験入学で宮崎大学工学部の様子がわかりましたか。 

H29 年度 

 環境 

応用 

社会 

環境 

環境 

ロボ 

機械 

設計 

電子 

物理 

電気 

シス 

情報 

シス 
合計ð比率% 

① よくわかった 2 10 12 20 4 8 11 67-40％ 

② だいたいわかった 4 16 8 9 11 4 24 76-46％ 

③ なんとも言えない 1 0 0 5 1 0 10 17-10％ 

④ まだよくわからない 0 0 0 0 0 0 6 6-4％ 

H28(H27)年度 

 環境 

応用 

社会 

環境 

環境 

ロボ 

機械 

設計 

電子 

物理 

電気 

シス 

情報 

シス 
合計ð比率% 

①よくわかった 7 (9) 7 (13) 12 (9) 19 (19) 7 (6) 7 (6) 18 (5) 77－61％ (67ð38%) 

②だいたいわかった 2 (10) 4 (16) 3 (11) 11 (16) 6 (10) 5 (8) 15 (13) 46－36% (87ð48%) 

③なんとも言えない 0 (0) 0 (0) 0 (3) 1 (4) 0 (1) 0 (0) 1 (12) 2－2% (20ð11%) 

④まだよくわからない 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (1) 0 (1) 0 (0) 0 (0) 1ð1% (2ð1%) 

 

表３ 設問 5(2)：体験入学に参加してみて、良かったですか。 

H29 年度 

 環境 

応用 

社会 

環境 

環境 

ロボ 

機械 

設計 

電子 

物理 

電気 

シス 

情報 

シス 
合計ð比率% 

① よかった 5 13 14 20 11 11 22 96-58％ 

② まあまあよかった 2 12 6 14 4 1 16 55-33％ 

③ よくわからない 0 1 0 0 0 0 10 11-7％ 

④ 悪かった 0 0 0 0 1 0 3 4-2％ 

H28(H27)年度 

 環境 

応用 

社会 

環境 

環境 

ロボ 

機械 

設計 

電子 

物理 

電気 

シス 

情報 

シス 
合計ð比率% 

①よかった 9 (16) 7 (22) 14 (13) 28 (37) 12 (15) 10 (14) 27 (15) 107－84% (132ð75%) 

②まあまあよかった 0 (3) 4 (6) 1 (10) 2 (5) 2 (3) 2 (0) 7 (12) 18－14% (39ð22%) 

③よくわからない 0 (0) 0 (1) 0 (0) 1 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (2) 1－ 1% (3ð1%) 

④悪かった 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (1) 1ð 1% (1ð0%) 
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表４ 設問 5(3)：今後体験入学のような催しがあれば、参加したいですか。 

H29 年度 

 環境 

応用 

社会 

環境 

環境 

ロボ 

機械 

設計 

電子 

物理 

電気 

シス 

情報 

シス 
合計ð比率% 

① ぜひ参加したい 3 12 15 20 8 11 20 89-54％ 

② 参加してもよい 4 12 4 12 6 1 19 58-35％ 

③ よくわからない 0 2 1 2 0 0 8 13-8％ 

④ 参加しない 0 0 0 0 2 0 4 6-4％ 

H28(H27)年度 

 環境 

応用 

社会 

環境 

環境 

ロボ 

機械 

設計 

電子 

物理 

電気 

シス 

情報 

シス 
合計ð比率% 

①ぜひ参加したい 7 (9) 7 (13) 12 (9) 19 (19) 7 (6) 7 (6) 18 (5) 77－61% (67ð38%) 

②参加してもよい 2 (10) 4 (16) 3 (11) 11 (16) 6 (10) 5 (8) 15 (13) 46－36% (87ð48%) 

③よくわからない 0 (0) 0 (0) 0 (3) 1 (4) 0 (1) 0 (0) 1 (12) 2－2% (20ð11%) 

④参加しない 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (1) 0 (1) 0 (0) 0 (0) 1－ 1% (2ð1%) 

表５ 設問 5(4)：宮崎大学工学部に関心がわきましたか。 

H29 年度 

 環境 

応用 

社会 

環境 

環境 

ロボ 

機械 

設計 

電子 

物理 

電気 

シス 

情報 

シス 
合計ð比率% 

①非常に関心がわいた 4 7 10 18 7 9 15 70-42％ 

②少し関心がわいた 1 17 9 15 7 3 28 80-48％ 

③よくわからない 2 2 1 1 2 0 6 14-8％ 

④関心が無くなった 0 0 0 0 0 0 2 2-1％ 

H28(H27)年度 

 環境 

応用 

社会 

環境 

環境 

ロボ 

機械 

設計 

電子 

物理 

電気 

シス 

情報 

シス 
合計ð比率% 

①非常に関心がわいた 7 (6) 6 (16) 11 (8) 17 (19) 8 (7) 8 (8) 10 (7) 67－53% (71ð40%) 

②少し関心がわいた 2 (10) 5 (12) 4 (13) 13 (19) 6 (11) 3 (6) 22 (19) 55－43% (90ð51%) 

③よくわからない 0 (3) 0 (1) 0 (2) 1 (4) 0 (0) 0 (0) 2 (3) 3－2% (13ð7%) 

④関心が無くなった 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (1) 1－ 1% (1ð0%) 

 
 
 

３．設問５の(5)-(6)の回答結果 

 この設問は進学に関する項目なので、学年別に整理した。その他は普通科として処理した。 

 表６、７より、3 年生は、多くが（3 年生は全員）宮崎大学工学部に進学を希望していた。2 年生で

は、約 33％（昨年約 35%）が宮崎大学工学部への進学を希望している。 
 
 

表６ 設問 5(5)：工学系の大学に進学しようと考えていますか。（括弧内は H28/H27 年度の結果） 

 
普通系 工業系 

１年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 

①考えている 27(14/35) 42(30/41) 21(13/19) 7(7/3) 19(12/7) 17(13/14) 

②未定 12(7/22) 15(13/11) 0(0/0) 0(4/3) 4(3/1) 0(0/0) 

③考えていない 1(4/8) 0(4/4) 0(0/1) 0(1/1) 0(2/0) 0(0/0) 
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表７ 設問 5(6)：宮崎大学工学部に進学しようと考えていますか。（括弧内は H28/H27 年度の結果） 

 
普通系 工業系 

１年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 

①考えている 7(5/8) 21(12/19) 21(12/18) 2(3/3) 5(5/5) 17(12/14) 

②未定 22(15/44) 30(30/21) 0(1/1) 4(8/2) 15(12/3) 0(1/0) 

③考えていない 11(5/13) 6(5/16) 0(0/1) 2(1/2) 3(0/0) 0(0/0) 

 
 
 

４．設問５(7)：印象に残ったことや改善点などがあれば、自由にご記入ください。 

 

1
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８．設問６：あなたが宮崎大学工学部について知りたいと思っていることがあれば、教えてください。 
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工学部テクノフェスタ（体験入学） 

入学式と修了式の様子 

 

【入学式】 

 兒玉 修 副学長（教育担当）の挨拶      入学式 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

【修了式】 

 横田 光広 工学部長の挨拶          修了証書授与式 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【講義風景】  

 環境ロボティクス学科（講義）         情報システム工学科（実験・実習） 
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最初にタンパク質の立体構造について基礎的な内容を動画やＣＧを併用して講義した。ひも状の

高分子に相当するタンパク質は、そのひも（ポリペプチド鎖）の３次元的な配置によって立体構造

が定義される。ポリペプチド鎖が特定の３次元配置をとる過程でαへリックスやβシート構造等の

二次構造が形成される。代表的なタンパク質立体構造の表示方法は、これら二次構造の配置を表現

したリボン表示（図１）である。次に、生命活動とタンパク質の関係について、解説した。酵素タ

ンパク質やレセプタータンパク質は、生体内で特定の生化学反応を進行させ、また生体内の情報伝

達において情報伝達物質または情報を受け取る物質として昨日する。その際、特定のタンパク質が

特定の分子（リガンド）との分子認識により、関連する機能が発生する。そして分子認識とは、互

いに結合する分子の結合面の形状が相補的な関係にあることで発生する。 

以上の基礎事項をふまえ、タンパク質の分

子認識の応用例である、医薬分子が作用する

仕組みを紹介した。ある病気の発症に関与

し、医薬分子のターゲットをなるタンパク質

を標的分子とよぶ。医薬分子は、その標的分

子に特異的に結合することで、その標的分子

の働きを抑えたり（アンタゴニスト）または

活性化させたり（アゴニスト）する。従来、

医薬分子は、偶然や試行錯誤による手段で発

見されたが、近年、標記分子の立体構造に基

づいて医薬分子の構造を予測する論理的ド

ラッグデザインの考え方が提唱されるよう

になった。 

県内高校から 6 名の参加のもと、情報基盤センターの B1 実習室において、上記の内容で、約 60

分程度の講義を行った。高校生にとって無理のないように、特に、できるだけ専門用語を避け、で

きるだけ一般的な語彙で説明するように配慮した。 

 

  

図１タンパク質のリボン表示 
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午後に実験においては、インフルエンザウィルスの感染機構と、その機構に基づいた抗ウィル

ス薬の開発過程について解説した。その基礎知識をもとに、分子グラフィックスソフトを用い

て、関連する標的タンパク質や抗ウィルス分子の立体構造を確認し、ドッキング解析プログラム

を用いて、標的タンパク質と各種抗ウィルス薬の結合状態と結合力を予測した。 

インフルエンザウィルスの表面に存在するノイラミ二ダーゼは、感染される側の細胞（宿主細

胞）の表面にある N- アセチルノイラミン酸（NANA）とよばれる糖分子を分子認識して、特異的に

結合する。抗ウィルス薬は、このノイラミ二ダーゼを標的タンパク質として、NANAと立体構造が

類似し、ノイラミ二ダーゼに特異的に結合する分子を探索することで開発された。最初に NANAと

立体構造が良く似た類縁化合物を候補として探

索が行われ、2- デオキシ- 2,3- デヒドロ- N- アセ

チルノイラミン酸（DANA）が発見された。その

後、ノイラミニダーゼの立体構造が明らかにな

ると、ノイラミニダーゼと NANAの結合様式を

参考に、4- アミノ- DANAが開発され、これが

DANAの 100倍も強く結合することが明らかに

なった。さらに、経口投与が可能な抗インフル

エンザ薬にむけた改良がなされ、タミフルの開

発に至った。 

以上の開発ストーリにー基づいて午後の実験をデザインした。午前中に引き続き、B1 実習室で

実験を実施した。データベースより入手したノイラミ二ダーゼの立体構造データを用いて、その結

合部位に NANA、DANA、4-アミノ DANA、およびタミフルを結合させ、結合力を評価した。ほぼ

全員の受講生が、実際の開発過程に相当する結合力となる結果を得ることに成功した。ドッキング

プログラムの操作は、決して容易でないが、どの受講生も途中であきらめることもなく、真摯な態

度で実験に臨んだ。 

 

 

 

 

  

図２ ノイラミ二ダーゼ結合部位におけるリ

ガンド分子の結合状態を見る。 

図１ N-アセチルノイラミン酸（左）およびオ

セタミビル（右） 
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『構造物を解く力学』と題して、90 分間程度の講義を行った。県内の高等学校から 27 名の参加

者があり、高校で習う物理や数学の内容が実際にはどのように使われているのかを理解してもらう

ような講義とした（図１、図２参照）。 

まず、構造物を設計する際に理解しておかなければならない、３つのものの壊れ方について割り

箸を使って説明し、引張、圧縮、せん断、曲げについて説明した。その後、高校の物理で習うモー

メントやフックの法則を再認識させながら、応力、ひずみや弾性係数などを説明した。 

次に、力のつり合いから分担力を求める方法と、構造物が最も壊れる曲げについてスポンジを使

って説明し、曲げ応力の誘導過程を簡単に説明した。構造物の設計の際に最も重要な断面２次モー

メントについては、数学の積分の知識が必要なことと、定規を使って断面積は同じでも幅や高さを

変えることにより曲がりやすさが変わることを理解してもらった。この断面２次モーメントの説明

では、学生が最も興味や関心を持って講義を受けていたように感じられた。 

さらに、橋梁の一般的な名称と構造形式について説明した。橋梁には、桁橋、ラーメン橋、トラ

ス橋、アーチ橋、斜張橋、吊橋などいろいろな形式があり、写真を使ってそれらの特長を説明した。

講義はほとんど質問形式で実施したが、アーチ橋の構造形式が最も人気が高かった。 

参加者は１年生と２年生が多く、まだ物理や数学で習っていない範囲だったかもしれないが、高

校で習う数学や物理が世の中で役立っていることを理解したと思う。 
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午後の実験では２名のティーチングアシスタントと一緒に、まず、午前中に学習した断面２次モ

ーメントの違いによる強さの実験を行った。工作用紙で 30cmの桁橋の模型を作成し、桁高の違い

による強度を確認した（図１、図２参照）。工作用紙で作った桁橋でさえ、10kgf 以上の重さに耐え

る構造になっていることに学生は驚いていた。 

次に、さらなる軽量化を図る方法として、トラス構造を説明した。四角形では不安定になるのに

対し、少ない本数で最も安定するのが三角形であり、これを基本とした構造がトラス構造である。

ピン結合できるように細工した木材を配布し、四角形の不安定さと三角形の安定さを体感させた。 

さらに、土木工学実験実習棟に移動し、３班に

分かれてトラスの静的載荷実験を行った。トラス

は学生実験で使用している、支間長 350cmのアル

ミニウム製のトラスである。変位計やひずみゲー

ジの計測原理を説明した後、重りの載荷やデータ

ロガーでのデータ取得を体験させ（図３参照）、４

箇所の変位と 16 箇所のひずみを計測した。この

計測されたひずみから、午前中に学習した応力、

さらに部材力が求められる。計測された変位と部

材力は、大学で習う構造力学の弾性荷重法や節点

法による計算結果や、有限要素法による解析結果

と比較し、これらと十分に一致することを説明し

た。高校生は、ひずみゲージで計測したひずみからトラスに作用する部材力が算出でき、これらは

理論とほぼ一致することに興味を抱いていた。 

午前中の講義と午後の実験を通じて、構造物を設計する第一歩と橋のしくみを理解したと思う。

これから橋を見る際には、桁やトラスの強さなどを感じながら、違った目線から橋を見て頂きたい。 
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「ロボットとセンサー」のテーマでロボット制御に必要となる視覚センサーを中心に講義を実施

した。参加者は県内の高校を中心に 21名（3 年生 8 名，2 年生 11名，1 年生 2 名）であった。 

まず，人の五感に対応するセンサーについて紹介し，これらのセンサーがどのような形でロボッ

ト制御に利用されているかを説明した。特にロボットの視覚センサーとして利用されているカメラ

が人の目とどう異なるかについて説明した。一般の方は，人が二つの目で奥行きを判断しているこ

とから，カメラを二台用いればロボットが簡単に距離を認識し，三次元的な空間を把握できると思

いがちであるが，実際には二台のカメラを用いて距離を判断するロボットの実施例は少なく，レー

ザーを用いた計測法が主流である。そこでレーザーを用いた計測方法の応用例として，下水管計測

ロボットを紹介した。国内では 40万 km ほどの下水管が埋設されているが，老朽化が進み，道路の

陥没事故が多発している。しかしなが

ら，これらの下水管の 8 割は人が入るこ

とができないほど小さく，劣化の判断を

ロボットで行うことが期待されている。

講義では宮崎大学で開発したレーザー

投光器を備えることで，下水管の肉厚を

計測するロボットを紹介した。 

また，今年度から始まった学科の研究

テーマである養豚の自動化システムに

ついて紹介した。ヨーロッパでは養豚の

自動化が進んでおり，豚の体重による自

動仕分けシステムが導入されている。体

重を自動的に測定し，測定結果に応じ

て，豚を仕分けするシステムである。現状のシステムでは計測精度，計測時間，動作の安定性に問

題がある。そこで環境ロボティクス学科では，豚の体重をカメラで判別することにより自動的に仕

分けするシステムの開発を行っている。カメラを用いることで，計測時間が短縮され，処理もスム

ーズになる。ヨーロッパで利用されているシステムの動画の紹介と環境ロボティクス学科で開発し

ているシステムの状況を比較しながら，今後の展開について紹介した。    

 水産分野への応用例として，ロボットの目を用いた魚カウンタの紹介を行った。 

その他，宮崎大学で発生したイノシシによる被害の話と，対策のために試作した撃退ロボットに

関する話題をビデオで紹介した。 

講義の後には以下のような質問があった。 

・KINECT の研究利用に問題はないか。 

・災害対策ロボットに関する研究はないか。 

・福祉機械について。 

参加した学生は，工学に興味があるので，熱心に聴講している印象があった。 

図１ 
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午前中の講義に関連して，研究室で開発しているロボットと三次元センサーの紹介を行った。 

できるだけ少人数で体験できるように，参加者を 7～8 名の 3 つのグループに分けて，ローテー

ションさせながら実験を行った。また，近年，工学部では留学生数が増加していることから，留学

生にも実験のデモに参加してもらった。英語での説明をどの程度理解できたか不明であったが，研

究室の様子を体験する良い機会であったと思われる。 

実施した 3 つの実験は以下の通りである。 

（１） KINECT を用いた豚の形状計測 

ゲーム機として開発された KINECT センサーをコンピュータに接続することで，ロボッ

トの視覚として利用できる。世界中のロボット研究者が関心を示しているセンサーであ

り，そのセンサーを用いて豚の模型を計測する実験を行うとともに，宮崎大学での研究例

を紹介した（写真 1）。KINECT で撮影された画像から，三次元データを取得し，コンピュ

ータで体重を算出するまでの流れを体験してもらった。今回製作した模型は 100kg の実

際の豚をモデル化したもので，瞬時に体重が測定されることに興味がある様子であった。 

（２） 力（ちから）フィードバックの実験 

宇宙などで利用されるロボットの遠隔操作に利用される力フィードバックシステムの実

験を行った（写真 2）。三次元カメラで形状を取得した物体を画面上に表示させ，その物

体を実際に触ったような感触を体験する実験を行った。今回はリアルタイム処理の実演

を行った。システムが他にどのように応用されるかなどの質問があり，非常に興味を持っ

たようである。 

（３） 3D 映像およびホログラムの実験 

3D 映画の原理を説明し，実際に撮影した動画を三次元化する実演を行った。3D 映画を観

たことがあってもその原理を知っている人は少なく，興味がある様子であった。また，スマー

トフォンを利用してホログラムのデモンストレーションを行った。その他，フェニックス動物

園の協力を得て実施している VR の体験を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真 1 3D カメラの実験           写真 2 3D 映像の実験 
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『身近な流体力学：ベルヌーイの定理とマグナ

ス効果』と題して、80分間程度の講義を行った。

県内外の高等学校から 34 名の参加者があった。 

まず、20 世紀初起こった旅客船オリンピック

号と巡洋艦ホーク号の衝突事故を例に挙げベル

ヌーイの定理によれば事故は必然的であったこ

とを説明し、ベルヌーイの定理について興味をも

たせた。その後、400 トンもなるジャンボ機が空

を飛ぶことができるのは翼から得る流体力（揚

力）によるものであると説明し「ベルヌーイの定

理とは何か？」さらに興味を沸かせた。空気、または水のような流体中に置かれた物体におよぼす

流体力に関連する実験ビデオやわからないうちに我らが経験したさまざまな流体力学関連例を通

して流速と圧力の働きを物理的に分かってもらった参加者らに、今度は数式を使ってベルヌーイの

定理を分かり易く解説することでこの定理を明快に理解させることができた（図 1 参照）。また、

簡単な実験道具を用いベルヌーイの定理により生まれる流体の力について体験し、納得した（図 2

参照）。飛行機は勿論、風車やプロペラ、タービン、ポンプなどの回転機械や羽根あり、または羽の

ない扇風機、各種スプレイなど、我らが普段接することができる多くのものにベルヌーイの定理が

応用されていることがわかった。 

次に、流れ中に物体を回転しながら動かすと物体が一定の方向に曲がっていく実験ビデオを見な

がらその理由について討論した。さまざまな意見が出て講義は盛り上がったが、曲がる理由は回転

物体周りに作用する流速と圧力の変化による力が原因で、いわゆるマグナス効果によろものである

と詳説した。野球の投手がカーブや変化球を投げ打者を悩まさせることや、ベケムやケイロスがス

ピンキックでゴールキーパーを困らせること（図 3 参照）、ピンポ玉やンバレーボールを回転させ

相手を攻めることもみなマグナス効果を上手に利用することで可能であると説明した。回転シリン

ダーからのマグナス効果を応用し動かす機械として、大型オイル･タンカー、翼のない飛翔体、巨大

な気球を浮上させた風力発電装置を紹介し、簡単な実験を通してこれらの作動原理を理解した。 

 

2 

 

3 

 

1 
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午前中の講義に続き、午後の授業では、

『ベルヌーイの定理とマグナス効果を体

験してみよう！』と題して、80 分間程度

の実験を行った。OHPシートと発泡スチロ

ールを素材としたマグナスパイプを製作す

ることにし、製作方法を詳しく説明してか

ら、パイプの両端に翼を付けたものと翼の

ないものを製作するために必要な材料およ

び道具、製作図面を配布した（図 1 参照）。 

先ず、製作図を見ながら OHPシートの

中に入れる直径 24mmの発泡スチロール円板と画用紙を用いた円板の翼を作った。教員とティーチ

ングアシスタントが手分けして、高校生一人ずつ順番に回って製作要領および道具の使い方を指導

した。その後パイプの長さに裁断された OHP シートの中央に両面テープを張り、テープに沿って

発泡スチロール円板を回しながら OHP シートを巻き上げ全体の太さが同じになるよう気を使い２

種類のマグナスパイプを製作した（図 2 参照）。最後は割り箸と輪ゴムを利用し自分なりの発射装

置を作ることで体験準備を整えた。次に、マグナスパイプの飛ばし方を説明し、自分が作ったマグ

ナスパイプを飛ばしながら上手に飛ばすための要領の習得とベルヌーイの定理とマグナス効果を

体験してもらった（図 3 参照）。飛んで行く様子をスケッチし流れの向きと回転方向を観察してマ

グナス効果によって生じる揚力が働く向きを確認した。マグナスパイプを遠く飛ばすためにはどん

な工夫が必要か？パイプの両端に翼を付けた方が翼ないものより滞空時間も長く遠くまで飛んでい

く理由は何か？特に、翼のないパイプはなぜ不安定でかつ騒音を出しながら飛んでいくのか？など

について各自観察・工夫・体験したことを発表しベルヌーイの定理とマグナス効果の理解を深めた。

旅客機の主翼先端に付けたウィングレットこそ羽根なしパイプが見せた短所を克服するためであ

ることに気がつき流体力学の魅力と応用性について改められた。 

 

1 

 

2 

 

3 
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午前の講義では、「電子の気持ちになって半導体を理解しよう」と題して、70 分程度の講義を行

った。県内の高校から 1 年から 3 年までの 16 人の参加者があった。講師の自己紹介のあと、身の

回りのデジタルカメラ、太陽電池、ハイブリッドカー、ＬＥＤ照明などに半導体が使われているこ

とを説明、特に若者が使うスマートフォンなど半導体素子がたくさん入っていることを説明し、ま

ずは興味関心をもってもらい、計算、記録、発電、発光、通信、撮影などたくさんの使い方ができ

る半導体について紹介するところから始めた。 

半導体の基礎の説明に入るに際し、難しいが避けては通れないバンド構造をなるべくわかりやす

く説明することを心掛けた。電子を操るにはどうしたらよいかというところを電子が感じるエネル

ギー障壁や電界によるクーロン力をバンド図で表現することを説明し、その例えとして電子が感じ

る障壁を滑り台を上る際の位置エネルギーに例えて説明した。また、化学を習っていない生徒にも

配慮し、周期律表や結晶の共有結合を基礎から説明し、半導体を構成するシリコンやガリウムヒ素

の原子の模型も生徒に触らせるなどして、実感が湧くように努めた。バンド構造では、金属、絶縁

体、半導体の中での禁制帯の意味を説明し、電子にとっての障壁の意味を理解できるようにした。

トランジスタや LED、太陽電池で最も重要なｐ－ｎ接合について説明し、電子が感じる傾斜、障壁

がデバイス特性を決めることを説明した。また、実際に材料によって LED の色が違うことを体験

してもらうため、青、赤、赤外の LED を光らせるなどの実演も交えた。最後は応用例として、論理

回路がＦＥＴのスイッチにより構成されることや、太陽電池、レーザの原理について紹介した。今

後も進化する半導体の将来像として、カーボンによるナノテクノロジーやウェアラブルなどの紹介

をした。 

講義中や講義終了後に半導体に興味を持っている生徒から質問があるなど、目的意識を持って興

味深く参加してもらえたことが窺えられた。 
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午後の実験では、「電気から光を、光から電気を作ってみよう」と題して、70 分程度の実験を行

った。県内の高校から 1 年から 3 年までの 16 人の参加者があった。A,B の 2 グループに分かれて

実験を行った。A グループは太陽電池、LED を使った実験である。午前中の講義でバンドギャップ

と光のエネルギーの関係を説明したので、実際に体験できる内容とした。太陽電池に LED の光を

当て、電流、電圧の関係を調べたあと、青、緑、赤、赤外の LED を使い、LED から出た光を LED

に当てた時の電圧の変化と色の組み合わせの関係を調べる実験を行った。色の違いがエネルギーの

違いになり、電圧が取り出せる組み合わせと、取り出せない組み合わせがあることを学んでもらっ

た。Bグループは午前中の講義で学んだ電界効果トランジスタを使った簡単な工作、実験を行った。

電界効果トランジスタはゲート電圧の変化でソースとドレイン間の電流を変化させるスイッチの

働きをすることを学ぶことを目的としている。B グループをさらに 3 班に分けて、ブレッドボード

に電子部品をいくつかさして回路を作り、モーターと電池ボックス、タイヤ、ギヤボックス、測距

センサを組み合わせることで、壁をよけながら進む車を工作した。簡単な回路でも電界効果トラン

ジスタのおかげでモーターを駆動し、センサで検知して動作することを実感できた。また、センサ

の取り付ける向きを調整することで、床に設置したコースをクリアすることができるようにし、グ

ループで楽しめる実験にした。トランジスタや LED などの電子部品に触れて、理論と実験の一体

感を味わえたと思われる。 
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県内の高校から１２名の高校生が参加してくれた。内訳は佐土原高校から５名（３年生が２名、２年

生が３名）、高鍋高校から４名（全て２年生）、宮崎工業高校から１名（３年生）、宮崎南高校から１名（３

年生）、都城西高校から１名（３年生）である｡ 講義は、電気システム工学科の紹介、回路工学に関連

する科目についての内容紹介と電子回路の研究について話した。 

学科の紹介では電気システム工学科の特徴、就職状況、カリキュラム、学生生活について説明し、全

体での回路の役割を説明し、電気回路１では直流回路、抵抗、コイル、コンデンサの役割、電力、実効

値について述べた｡ 電気回路２ではなぜ複素数を交流回路計算に使用すると有益であるかについて説

明し、インピ－ダンスの概念について紹介した．電気回路３では回路の一般的な性質や定理について紹

介し、電子回路では半導体素子を用いた増幅回路の設計、集積回路では電子回路の応用、論理回路、デ

ィジタル信号処理等の内容について触れた． 

電子回路の研究ではスイッチドキャパシタ回路の歴史的な流れを述べ、それを用いて AD 変換器やセ

ンサ信号処理回路が実現できることを説明した．更に午後の内容の説明として回路シミュレ－ションが

なぜ必要か、シミュレ－タ－の特徴について述べた．高校生は電気システム工学科の概略について理解

してくれているようだった．研究については難しい内容だったが、なんとか聞いてくれていたように思

う。アンケートを見て、内容を改善したい。 
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午前中の講義を受講した高校生に、午後から電子回路のシミュレ－ションについて午後１時から２時

３０分まで、１時間３０分の実験をＥ７０７室で実施した。受講者は１２名であり、その内訳は、宮崎

南１名、都城西１名、宮崎工業１名、高鍋高校４名、佐土原高校５名であった．最初に、シンメトリク

スと呼ばれる電子回路シミュレ－タの使用法についての資料を配付し、説明を行い、雇用学生２名を用

いて１人当たり６名の学生を指導した． 

内容は、各自１台のパソコンを用いて、シミュレ－ションする回路図を作成する手順について学び、

パソコン上でプロ－ブを配置する手法について理解した｡ 例題として抵抗とコンデンサを用いた簡単

なＲＣ低域通過フィルタの作成を行い、その周波数と位相特性について動作を確認した｡ 更に、抵抗

とコンデンサを入れ替えた構成のＲＣ高域通過フィルタの周波数と位相特性の動作を確認し、低域通過

フィルタとの相違点について理解を深めていた｡ また RC 帯域除去フィルタについてもシミュレ－シ

ョンを行い、その周波数と位相特性の動作を確認し、比較させた｡ 

受講者で３名はセンタ－を課さない推薦入学試験を受験予定であり、２名はセンタ－を課す推薦入試

を受験するとのことであった｡ シミュレ－ションについて最初は戸惑っているようであったが、雇用

学生の丁寧な指導により、慣れてくると積極的に取り組む高校生も見られ、概ね興味を持って参加して

くれていたように感じた． 今後アンケート結果を見て、改善の参考にしたい。 
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『計算と推論の理論』と題して、90分間の講義を行った。県内外の高等学校から例年を大きく上

回る 52名の参加者があった。 

まず、数とは何か、足し算や掛け算などの演算はどう定義されるのか、といった基本的な話を、

簡単な算数の問題を例にとって説明することから始め、帰納的関数論やラムダ計算といった計算論

の初歩的な説明を行った。また、人間が行っている推論をいかに機械的に扱うかという形式的推論

の例として、自然演繹を紹介した。さらに、ラムダ計算の拡張である型付きラムダ計算の説明を行

い、これを自然演繹と比較することによって、計算論と形式的推論は実は厳密に対応しているとい

うカリー・ハワード同型の紹介を行った。応用例として、対話型証明システムの現状を紹介して、

締めくくりとした。 

今回の講義内容は、情報システム工学科の３年次の必修科目である「プログラミング言語論」の

半分の内容の予告編といえるような内容となった。理論的な話の中には多少抽象的な内容もあり、

高校生には難解な内容もあったかもしれないが、できるだけ身近な具体例を用いて説明するように

心がけた。高校生たちはリラックスして授業を聞いていたようであった。 
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午前中に実施された『計算と推論の理論』の講義を受けて、対話型証明システムを用いた証明を

体験することをテーマに選んだ。演習環境は当学科のシンクライアントシステムを用いたので、各

自が１つの端末を占有できた。言語は Agdaを使用し、汎用テキストエディタである Emacsを用い

て、対話的環境による半自動証明を体験してもらった。参加者には、予め用意しておいた各自のア

カウントを利用してログインし、演習内容に取り組んでもらった。 

演習の冒頭では、計算機システムへのログイン方法から始めて、Agda 標準ライブラリのインス

トール方法、エディタの利用方法、Agda言語の命題や証明の書き方や Agdaシステムへの読み込ま

せ方、証明補助機能の使い方や自動証明のやり方にいたるまでプロジェクタ上で実演しながら説明

を行った。予め TA の勉強会を２度にわたって開催したが、TA ４名に対して予想を上回る受講生

５２名が参加したこともあり、最初のライブラリのインストールの部分で 30 分近く時間を取られ

てしまった。とはいえ、最終的にはほぼ全員が使いこなせたようである。 

演習課題は簡単な命題論理や数学的帰納法を用いた証明を基本課題とし、等式推論を用いた証明

についても用意していたものの解けなくともよいとした。説明のための資料はホームページとして

作成し、提示しながら解説したため、プロジェクタ上の説明を見ながら、手元のコンピュータで細

かい説明や前後関係を確認する、といったことが簡単に行えたようである。時間が限られていたの

で、すべての学生が、時間内に全課題を終了する、というわけにはいかなかったが、ほぼ全員が基

本課題を解くことができ、熱心に取り組む事ができたようである。 
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２０１７年１１月１９日（日曜日）に実施したアドベンチャー工学部は、宮崎大学工学部を一般市民

に広く知っていただくととともに、地域の方々との交流を深めることを目的に、毎年大学祭の日に開催

しており、今年度で７回目の実施となりました。本事業では、幼稚園児や小・中学生を含む一般市民に

科学実験や科学工作等を体験していただき、工学部の各学科・センターで行われている教育・研究内容

や工学の面白さに触れていただいています。 

 

 今年度は本学部７学科と、３つのセンター（工学基礎教育センター、教育研究支援技術センター、

環境・エネルギー工学研究センター）の１０ブースで実施し、各ブースとも一般市民が興味を引くよう

なテーマを設定しました。本事業の企画運営は工学部広報・地域連携委員会が担当し、各ブースでは各

学科・センターの担当教職員の指導の下、多くの大学生・院生が実験・工作の補佐員として協力しまし

た。来場者に、できるだけ多くのブースを体験してもらうためにスタンプラリーを行うとともに、参加

者に大学の文房具グッズなどの記念品を贈呈しました。 

 

 今年度は約２３０名の参加者があり、昨年度と同様に多くの方が来場して大変賑わいました。アンケ

ートによると、１０代以下の参加者が多く、両親と一緒に来場された小さい子供や小中学生が、各ブー

スで興味深く楽しそうに科学技術やものづくりを体験する姿が見られました。また、「とても楽しかっ

た」、「楽しかった」という回答が大多数であり、「毎年楽しみにしている」「来年も開いてほしい」など

の感想が寄せられるなど、、地域に対して継続的に楽しんでもらえるイベントになっていることがうか

がえました。 

 

 以上のように、アドベンチャー工学部は、大学が小さな子供から大人まで多くの市民と交流できる大

変良い機会となっています。工学部における重要な大学開放事業及び地域貢献事業の一つとして、今後

も実施内容のさらなる工夫と改善を行って継続すべきだと思われます。 

 

最後に、実験・展示を担当して下さいました教職員ならびに学生の皆さんにお礼申し上げます。 

 

 

▪♪ⱬfi♅ꜗכ  
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プラスチック容器は引き延ばしながら成形しているので、プラスチックのコップや皿は加熱す

ると形が変わる。プラスチック板（プラ板）も引き延ばして成形しているので，熱すると縮む。 

この性質を利用し，絵を描いてオーブントースターで焼いて，オリジナルのブローチ作りを体験

する実験をした。 

プラ板に描く下絵には、ミッフィー、パンダ、ポケモン、ディズニーなどのキャラクターを用

意した。男子にはポケモンや妖怪ウォッチなどが、女子にはスヌーピーやミッフィーなどが人気

であった。油性マジックで絵を描いてオープントースターで焼く作業を体験してもらった。初め

てプラ板を体験する子供たちは、オープントースターで加熱すると、プラ板が最初にクニュクニ

ュと曲がって縮んで、その後平らに戻る様子が面白いと喜んでいた。作ったプラ板のブローチは

持ち帰ってもらった。中には２つ、３つと作る子供もいて、工作を楽しんでいた。 

一緒に来ていた保護者には、弁当箱の透明なフタがプラ板として使えることやプラ板表面を

#1000番の細目の紙やすりでこすって曇らすと色鉛筆やクレヨンでも絵が描けることを説明した。

このような工夫は、小さな子供たちには説明しきれないが、保護者や中高生であれば伝えられる

し、また家庭で試すこともできるので、機会があれば大人対象に講座を開くとよいと感じた。 

 

 

 

 

図 プラ板工作の様子 
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私たちが廃棄するごみは、いろんな形でリサイクルが可能であり、それによって環境の保全が行

われている。こうしたごみのリサイクルを、廃油を用いたキャンドル作成を通して体験してもらう

イベントを実施した。 

家庭やレストランなどから出る廃油は、そのまま下水に流してしまわないことで環境への保全が

行われていることを説明するパネルを作り、廃油リサイクルの意義を説明した。キャンドル作りの

参加者は主に小中学生とその保護者のようであった。材料は市販の廃油固化剤と食用油，色をつけ

るためのクレヨンとアロマオイルを用いた。食用油はホットプレートで温めておき，固化剤とクレ

ヨンを入れてよくかき混ぜることでキャンドルを作ることができる。いくつかの作業が必要なので、

固化剤を測るところ、色を選ぶところ、油と混ぜるところ、保管するところにブースを分けて、流

れ作業で実施できるように工夫した。油の中に入れた固化剤を溶かすのに苦労している小学生もい

たが、保護者やアシスタントの補助を得ながら、うまく芯を真ん中に固定し、完成させていた。 

 約 100 名の参加者がキャンドル作りに参加し、環境に関する分野への関心を持つきっかけづくり

になったと思われる。 
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このテーマは 2016年夏の科学の祭典宮崎大会から 4 回目となり、その間に少しづつ改良を加え

てきた結果、今回参加の 30 組の家族の皆さんには市販のゴム動力飛行機を後ろ向きにも飛べるよ

う改造することが可能であることを体験・理解いただけたと思う。カナードグライダーの製作も交

えたためタイトな時間進行になったが、最大 8 人向けの講座を 1 時間毎に 6 回開いたので、比較的

スムースに組み立てから屋外実験を進めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

≢─ ≤ ╖ ≡           ≢─  

 

下図は今回用の手引書の抜粋で、昨年度のアドベンチァー工学部の報告書と比べると 1 年間の

“進化”の内容が確かめられるだろう。また今年夏に行った企画の詳しい報告書が紙飛行機愛好家

グループのホームページ( http://www.geocities.jp/to2ohashi/hikouki - index.html ) に紹介され

たので、興味のある方はご覧いただきたい。なお講師は今回初めて、主翼と尾翼を平板翼のまま取

付角 0°で使用する改造法に限界が見えてきたと感じている。簡単な改造でこれをクリアできれば、

別の機会に紹介したい。 

このテーマでは量販店等で販売されているゴム動力飛行機を事前に取り寄せ、プロペラが逆向き

にも回転できるよう改造している。また、後ろ向き飛行の際に壊れやすい「よこ尾翼」を、山形県

新庄市のヨコタ東北から無償提供された硬い発泡スチロール製トレーを使って準備した。「後ろ向

き飛行」の体験・理解用のカナードグライダーは、設計者の大橋敏雄氏( 名古屋市) の承諾を得て利

用させていただいた。記して謝辞に代える。 
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流体力学は水や空気など少しのせん断力があるだけで無限に変形していく物質が対象である．わ

れわれはこれらの物質に日常的に接しているので，至るところで流体力学的に解釈できる現象を観

察できる．それらの中で，サッカーの試合でコーナーキックが直接ゴールが成功する場面を選び，

その再現を小さな模型で行った．足で蹴るかわりにバネの力によってボールを蹴り上げ室内でも楽

しみながら，流体力学の現象を学べるように工夫した． 

マグヌス効果とはボールに回転を与えて動かすと進む方向とは直角方向に力を受ける現象であ

る．そのメカニズムは下図のとおりである． 

 

 

 

サッカーの試合でコーナーキックをする時に，この現象を利用して直接ゴールを狙うこともある．

物体が回転することがマグヌス効果の要点であり，来訪者にボールの回転を観察するように助言し，

パネルにてボールが曲がるメカニズムを説明した．会場では子どもから大人まで幅広い年齢層の来

場があり，楽しみながら説明に耳を傾けていた． 

 

 

Figure 2 会場風景 

 

Figure 1 マグヌス効果のメカニズムの説明 
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 偏光フィルムは身近にあるディスプレイ等に使用されているが、釣り用のサングラスなどを除

けばその存在を意識する場面は少ない。また、私たちの身の回りにある普通の光は色々な方向に振

動している光が混ざり合っているがそれを意識する場面も虹等の自然現象を通して実感する程度

で少ないものと思われる。今回は自然光等の振動方向を制御し偏った光、「偏光」を使って条件を整

えることで身近にあふれる「光」について多少なりとも「物理」を感じ体験してもらうことを目的

としてテーマを企画した。 

展示物としてではあるが赤（R）、緑（G）、青（B）3色のLED を用いた光の3原色実験装置と、回

折格子フィルムを用いた分光フィルムによって、光の性質について体感してもらった。この後で偏

光フィルムを使用すれば普通は無色に見えるところに色がついて見えるようにできることを説明

し、万華鏡やブラックウォール（触れない壁）などを作って身近な物理に親しんでもらうこととし

た。 

偏光フィルムを用いた万華鏡作りでは受講者自身による工作を行ってもらったが、作業に刃物を

使用するため（具体的には紙コップの底に偏光フィルムを取り付けるための窓開け作業を、デザイ

ンナイフを用いて行う）怪我がないように注意しながらの指導を行った。なお、幼児など窓開け作

業が困難な場合にはこの加工部分は担当者が行った。 

実際の受講者の大半は小・中学生であったが高齢者を含む成人の受講もあり前回担当した2年前

と比較すると受講者の年齢幅が広くなっている印象を受けた。最終的には工作を行った受講者がお

よそ60名、保護者等を含めると100名ほどの参加があった。 
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太陽電池を用いた発電は一般家庭などでも広く普及しており、一般の方々の認知度も高い。しか

し、太陽光発電システムを長年使っていると劣化や故障して出力が低下することや、影や汚れの影

響を受けやすいことはあまり認識されていないようである。本年度の電気システム主催のブースで

は、太陽光発電に関する基礎的な知識を身に付けてもらえるような展示や実演を行った。トータル

でおよそ 120 名の方々がブースに来訪され、その半分程度が幼児や子供であった。 

小学生から中学生には太陽電池で動作する電子工作キット「ソーラーバッタ」の工作をしてもら

った。太陽電池と携帯用の振動用モータを組み合わせた子供向けのキットで、およそ10分程度で組

み立てができる。想像以上に反響があり、アドベンチャー工学部のパンフレット等には掲載してい

なかったが、口コミで広がり、準備していた数（35キット）は午後の早い段階でなくなり、多くの

来訪者には製作をお断りすることとなった。このキットでは、太陽電池に当てる光の明かりが強い

か、弱いかで発生する電気の量が異なり、バッタが激しく動いたり、動かなかったりすることを学

んでもらった。 

一方、大人の来場者、お子さんと一緒に来られた保護者の方々や高校生以上の学生さんには、太

陽光発電パネルのモデルを用いて、次のようなことを理解してもらうための説明や実演を行った。 

【実演１】太陽光発電はパネルに対する太陽の位置、つまり朝、昼、夕方で発電量が変わること。 

【実演２】太陽光発電は一部に影がかかったり、一部が汚れたりするだけで全体が発電しなくな

ることがあるが、ちょっとした工夫（バイパスダイオードの取付け）で改善できること。 

【実演３】太陽電池の故障（断線など）を調べる装置を体験すること。 

実際に自宅に取り付けている方やこれから設置を考えている方なども来訪され、説明や実演を担

当した学生とのやり取りも活発で、皆さんの関心が高かった。 
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人工知能研究の進展で，コンピュータが人の顔や物を憶えて，見つけることができるようにな

ってきている．このような技術は，郵便物の宛先認識や顔検出を利用したデジタルカメラの自動

ピント合わせ，顔認証によるスマートフォンのロック解除などに実用化され，身近なところで活

用されている．また，今後は自動車の自動運転への応用が期待されるなど，大きく発展している

分野である． 

一方で「人工知能が人間の仕事を奪う」「人工知能が人類を滅ぼす」などの論調もあり，一般の

方には比較的馴染みの薄い分野となっている．このテーマでは，人工知能研究の一種である「画

像認識」技術を使ったデモを紹介し，コンピュータに何ができて何ができないのかを楽しみなが

ら体験してもらうことを目指した． 

デモは，3種類を用意した．1つ目は上から降ってくる宮大モーくんのキャラクタを体で受け止

めるデモ（写真１），2つ目はカメラで捉えた顔を認識してその人向けの伝言を教えてくれるデ

モ，3つ目はカメラで捉えた人物の動きに反応して仮想的なビームを打つデモ（写真２）である．

これらはそれぞれ，画像処理，顔認識，人体姿勢認識の技術を利用したもので，画像認識技術の

レベルも異なっている．高度な技術が必ずしもよい結果を出すとは限らない点も体験してもらう

狙いがあった．また，来場者が楽しめるよう，現実の画像と仮想物体を合成する複合現実的な要

素も取り入れた． 

会場がやや奥まった場所だったこともあり，来場者は 30名程度と比較的少なめであったが，未

就学児からその両親世代，祖父母世代まで幅広い年齢層の方々に実際に技術を体験してもらえ

た．何組かの来場者は，再来場してどのような場合に上手く動くか等，色々なことを試してい

た．単に楽しむだけでなく，仕組みについて質問をしてくる児童もおり，技術体験の場としては

上手く機能したと思われる． 

 

 

   写真１       写真２ 
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私たちのまわりには様々な模様であふれている。動物や魚の表面の模様から雪の結晶に至るまで

様々である。今回、比較的簡単に絵具で作ることのできる不思議な模様を体験してもらうことをテ

ーマとした。作り方は、透明なアクリル板の上に少量の絵具をつけ、それをもう一つの透明なアク

リル板ではさみ、指で押すと絵具の粘性によって枝分かれ模様が現れる。専門的には Viscous 

fingeringと呼ばれる模様であるが、押す力や絵具の量によって枝分かれ模様が違ってくるのが非常

に興味深かったようで、参加者から模様が出来る仕組みに関する質問がしばしばあった。参加者は

150名ほどであり、その大半が小学生以下の児童とその保護者であった。絵具という身近なもので

も複雑な模様を作ることができるという体験を通して、科学に興味をもってもらえたと思う。 

      

墨流しは、水に溶けない墨汁や絵の具を水面に垂らして模様を作り、出来た模様を紙に写し取

るもので、マーブリングとも呼ばれている。9 世紀頃の平安時代から伝わる伝統芸術であると同時

に、様々な科学に触れることができる。墨流しに用いる絵の具は、水に溶けない疎水性の顔料

と、水にも油にも馴染むポリビニルアルコールとから作られている。この絵の具を水面にそっと

浮かべると、顔料が水に溶けることなく水面に広がり、薄い絵の具の膜が形成される。水面は、

水と空気の境界（界面）であり、空気は油に似た疎水的であるとされているためである。この絵

の具の膜に、風などを送って揺さぶってやると、マーブル模様ができあがる。つぎに、水面に半

紙をかぶせる。紙はセルロースからできており、水にも油にも馴染む性質を持っている。そのた

め、疎水性の絵の具の膜は半紙に密着

し、写し取られることになる。これをラ

ミネート加工し、世界に一つだけの模様

で着色されたしおりとして持ち帰っても

らった。水面では淡い色のマーブルが、

半紙に写し取ることで鮮やかとなり、感

激される方が多かった。同時に、科学を

感じてもらえれば幸いである。 
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2020年以降の温室効果ガス排出削減の枠組みであるパリ協定はアメリカの離脱が決まったが、

他の国々は化石燃料からの二酸化炭素排出の抑制が喫緊の課題であり、太陽光発電に代表される

再生可能エネルギーの利用拡大を急速に進展させている。再生可能エネルギーのうち、太陽エネ

ルギーは宮崎大学工学部において研究開発が活発な分野であり、集光型太陽光発電システムやビ

ームダウン式太陽集光装置などの実証実験設備を設置して実用化・産業化を目指した研究を推進

している。 

我が国において太陽光発電は固定価格買取制度の導入によって急速に拡大しているが、太陽熱利

用は平板型集熱器を用いた太陽熱給湯がわずかに認知されている程度であり、日本での普及が遅れ

ている。太陽光線を 1 ヵ所に集めることが可能な太陽集光装置を利用すると高温の熱を作ることが

でき、蒸気タービンによる発電や化学反応のエネルギー源となる。このような集光太陽熱に関する

研究を若い世代に知ってもらい、ビームダウン式太陽集光装置を始めとした充実した施設の認知度

を向上させて、理工系への関心を深めるために「環境・エネルギー工学研究センター」として昨年

に引き続き参加した。 

内容は、工学部における太陽エネルギー利用技術開発の動向を大判ポスターにより広報すると

ともに、太陽光・太陽熱同時発電システムの展示を行った。太陽熱を利用して色々なことが実現

可能であることを知ってもらうため、太陽熱温水器模型キットを提供し、製作してもらった。さ

らに屋外に大型ソーラークッカー3 台を設置して太陽熱を用いたポップコーンと焼き芋作りに挑戦

し、試食してもらった。太陽熱温水器模型の製作には幼児から成人までの幅広い年齢層の約 30名

が挑戦し、太陽エネルギーへの関心向上に役立ったと考えられる。また、ソーラークッカーよっ

て調理されたポップコーンと焼き芋は太陽の恵みを受けて、おいしいと好評であった。当日は一

日中、太陽の光が降り注ぐ絶好のコンディションであったため、完成した太陽熱温水器模型中の

水の温度もぐんぐん上昇し、出来あがったポップコーンも大量となり見学者にふるまった。太陽

熱温水器模型キットを製作した後に参加者が屋外で温度上昇を体験する時間がないため、次回以

降は、持ち帰った太陽熱温水器模型を使用した実験を自宅において体験できるように、キットの

構成を検討したい。 
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機械加工実習や教育・研究で使用する部品の加工を行っている「ものづくり教育実践センタ

ー」を会場とし、センター内機器を使用した『ものづくり体験教室』を出展した。来場者は下記 3

つの加工内容の中から 1 つを選択して加工を行った。 

〇ガラス箸置き（体験時間 40分） 

1．透明ガラス棒の先に予め溶着した白ガラス棒を酸素バーナーで溶かしながら丸める。 

2．球状になったガラスを熱いうちにカーボンごてで潰して円盤状に成形する。 

3．円盤状になったガラスに色ガラスを使って肉球の模様を付けたり、文字を入れたりする。 

〇コースターまたはツリー（体験時間 40分） 

1．コースターまたはアクリル製ツリーに刻印する文字や絵を記入する。 

2．デザインした文字や絵をレーザー加工機を使って刻印する。 

3．レーザー加工機で刻印したツリーにペンやシールを使って装飾する。 

〇キーホルダー（体験時間 40分） 

1．プレートの色を選び、パソコンでキーホルダーに刻印する名前や記号を入力する。 

（プレートは 50mm×25mm×厚さ 5mm のジュラルミン板に白または黒アルマイト加工） 

2．マシニングセンタを使用してボールチェーン用の穴を開け、名前や記号を彫る。 

例年通り来場者の年齢を考慮し、スタッフが適宜サポートしながら時間内に完成できるよう工夫

した。体験者数はガラス箸置き 23 名、コースターまたはツリー22 名、キーホルダー22 名、計 67

名であり、小学生とその保護者が大半を占めた。体験者アンケートでは「楽しかった、来年も是非

作りたい」という意見が多く、「普段できない体験ができて感動した」という意見もあり、ものづく

りの楽しさを味わってもらうという目的は達成されたと思われる。 

   

   
  

写真 出展状況（写真上：加工体験状況、写真下：加工品の例） 

（a）ガラス箸置き （b）コースター／ツリー （c）キーホルダー 

ﾏｼﾆﾝｸﾞｾﾝﾀ ガラス加工 ﾚｰｻﾞｰ加工機 
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1998 年に科学技術庁後援で「科学フェスタ'98in 宮崎科学技術館」を開催して以来、2017 年ま

で 19 回の科学の祭典を継続して開催している。夏休みに一人でも多くの青少年に自然科学の面白

さを体験してもらうことを目的としており、昨年度の宮崎大会は 8 千 6 百人に来場いただいた。 

平成 29 年度の「青少年のための科学の祭典宮崎大会」は 7 月 28 日(金)～30(日)の 3 日間で開催

することができた。本大会は(財)宮崎文化振興協会と(財)日本科学技術振興財団が費用を拠出して

いるが、本大会の運営は小・中・高等学校、高専、大学などからの教育指導者で構成される実行委

員会が行っている。これら教育機関からの支援がなければ大会運営は困難である。宮崎大学工学部

には第 1 回大会から支援・協力をいただいている。本年度も教育研究支援技術センターをはじめ工

学部の教職員の協力を願った。子供達にも大好評の演示実験をしていただいたことに、実行委員と

して深謝している。同時に、次年度も工学部からの本大会へのご理解、ご協力をお願いする次第で

ある｡ 

   

─√╘─ ─  ─  

物理、化学、生物、地学、環境、エネル

ギー領域に関わる展示物、演示実験や工

学、農学、医学分野など科学技術に関わ

る展示物、演示実験やワークショップな

どを実施しました。たくさんのご来場あ

りがとうございました。 

 
 
青少年のための科学の祭典実行委員会 
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【青少年のための科学の祭典 2017宮崎大会】 

「割れないシャボン玉を作ろう」 

    

 

7 月 29日と 30日に「青少年のための科学の祭典 2017 宮崎大会」に出展した。 

今回は「割れないシャボン玉を作ろう」というテーマで実験を行った。家庭でも簡単に作れる材

料でちょっと変わったシャボン玉を作ったので大変好評であった。2 日間で 500名以上の方に実験

を体験してもらえた。実験方法等は以下の通りである。 

 

●なぜ割れないの？ 

 シャボン玉が割れるのは，・ほこり，ちりなどでシャボン玉に穴が空

いてしまう，・水分が蒸発してシャボン玉に穴が空いてしまう，・重力で

シャボン玉の上の部分が薄くなる，などが大きな原因です。水に砂糖を

入れるとベタベタしますよね，これは，砂糖が水とくっつき易いからで

す。この砂糖をシャボン液に加えると，シャボン液の粘度（ベタベタ）

が増して割れにくいシャボン玉ができます。 

 

●実験のしかたとコツ 

1.  容器に砂糖 25 g を入れる。 

2.  容器にお湯 50 ml を入れ，砂糖を全部溶かす。 

3.  台所用洗剤を 2.5 ml 入れれば，割れにくいシャボン玉が作れるシャボン液のできあがり。 

4.  室温と同じ温度になるまでちょっと待って下さい。 

5.  片手に軍手をし，ストローを使ってシャボン玉を作り，軍手で優しく弾いてみましょう。 

 

図 2 実験の様子.  

1. 軍手で触れるシャボン玉.  
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【青少年のための科学の祭典 2017 宮崎大会】 

「放射線を測ろう」 

 

ⱨ꜡fi♥▫▪ ☿fi♃כ    

 

７月 28 日( 金) 、29 日( 土) 、30 日( 日) の３日間「青少年のための科学の祭典 2017 宮崎大会」に出展

した。 

今回の出展は、工学部電子物理工学科の武田助教と医学部医学科病態解析医学講座の田原氏の協

力を受け、目に見えない放射線を測る測定器の種類や使用方法の紹介と、知らないだけで身近にあ

る放射線を出す物を使った測定、Webカメラや霧箱を使った放射線が通った跡の観察を行った。 

今回は小学生の参加が多かったためか、レントゲンは知っていても放射線という言葉は聞いたこ

とがないとのことだった。しかし、保護者と一緒に体験することで、放射線源から何かが出ている

こと、距離を取ることや間に物（遮へい物）を置くことで線量が変わる事を体験し、おもしろかっ

たという声や、こんなに身近にある物からも放射線がでていることに驚いたという声を頂いた。ま

た、サーベイメータ等で放射線が飛び回っていることを耳で聞くから始まり、Webカメラの画像素

子に入った放射線の跡をパソコンディスプレイで見る、自分で霧箱を作り放射線の通った跡を目で

見ると段階的に放射線を体験することで、より理解が深まったのではないかと考えている。 

 

 なお、準備した放射線発生源、放射線測定器、Webカメラと霧箱は以下の通りである。 

○身近にある放射線発生源 

放射線発生源としては、肥料、温泉のもと、キャンプ

用ガスランタンのホヤ、鉱物標本、冷蔵庫の消臭器やブ

レスレット等を用意した。 

  

○放射線測定器 

測定器はＧＭサーベイメータ１台、広範囲ＧＭサーベイ

メータ１台、シンチレーションサーベイメータ１台とポケ

ットサーベイメータ２台を用意し、それぞれの測定器によ

る違いなども体験させた。 

  

○Webカメラとデータ処理 PC 

 Webカメラの映像を撮る

部品として使われている

CMOSセンサを粒子検出器と

して使うことで、放射線の

飛跡を画像としてパソコン

に取り込む事ができること

を体験させた。 

 

○霧箱 

 ガラスの食品保存

容器、黒画用紙、サラ

ンラップ、エタノー

ルと線源として鉱物

標本を用い、参加者

が組み立て、ドライ

アイスで冷却し観察

した。 

 

 
放射線の通った跡 

（公益財団法人 環境科学

技術研究所・「環境研ミニ

百科・霧箱のはなし」よ

り） 
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【青少年のための科学の祭典 2017宮崎大会】 

「紙コップヘッドホンを作ろう!! 」 

 
☿fi♃כ 

⁸ ⁸  
⁸ ⁸  

 

 教育研究支援技術センター（以下、技術センター）では、7/29 に宮崎科学技術館で開催された「青少

年のための科学の祭典 2017 宮崎大会」に出展した（開催期間：7/28～7/30）。今年度は、「紙コップヘ

ッドホンを作ろう!」と題し、オリジナルの紙コップヘッドホン作りを行った。 

原理は、コイル状にしたエナメル線に電流を流すと、磁力が発生する。紙コップの底についてい

る永久磁石の間で吸引力・反発力が発生し、紙コップの底（振動板）が振動することで、音となっ

て聞こえる。本作品を製作するにあたり、はんだごてを使用することから、安全性を考慮し、はん

だ作業における作業工程の簡略化を図り 40 分程度で製作が完了するよう作業工程を計画した。 

下記に作業工程を示す。 

（1） パイプにエナメル線を巻きコイルを作製する。 

（2） 紙コップの外側の底に（1）で作製したコイルと 

磁石を固定する。 

（3） リード線の両端をコイルとイヤホンジャックに 

    はんだ付けする。 

 

出展当日は、小学生を中心に 40 名の方々に参加いただいた。完成後は、スマートフォンと接続

して動作確認を行い、紙コップから音が聞こえると子供や一緒に参加された保護者の方々も驚かれ

ていた。今回の出展を通して科学の面白さを体験していただいたのではないかと感じた。 

参加者に対して行ったアンケート結果では、はんだごてを初めて使用した小学生・中学生が約 9

割であったため、難易度についての設問に関しては「難しかった」の回答が 7 割を占めたが、作業

時間についての設問に関しては「ちょうどいい」の回答が 9 割であった。これは作業工程の簡略化

を図ったことがこの結果につながったと考える。また、保護者の方からは「なかなかできない体験

をさせていただいた」といった感想もいただいた。 

 

紙コップヘッドホン（完成品） 

製作時の様子② 

 

会場の様子① 製作時の様子① 
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「宮崎サイエンスキャンプ（科学どっぷり合宿）」は、平成１３年度から宮崎県事業の一環として継続

して実施しており、今年度からは「みやざきサイエンティスト育成事業」の名の下に開催された。その

目的は、合宿による先端科学技術体験学習を通して、中・高校生の理科への興味・感心を高めるととも

に、新たな科学技術の創造への夢と意欲をもたせることである。宮崎大学はこの事業に全面的に協力し

ており、今年度も工学部、農学部及び医学部で体験学習が行われた。 

なお、「みやざきサイエンティスト育成事業」は、宮崎県の小学校から大学にわたる学校種間で協力し

て実施する連携事業で、このような連携は全国的にも珍しく、宮崎県の極めて独創的な活動である。 

 

                   記 

日時： 平成２９年８月１日から８月４日 （宿泊場所：青島青少年自然の家） 

８月１日 ９時３０分 開会行事 （宿泊場所） 

 １３時００分 オリエンテーション （宮崎大学） 

 １６時３０分 講習会 （宮崎大学） 

８月２日及び３日 ９時－１６時 体験学習 （宮崎大学） 

 １６時３０分－１８時００分 講習会 （宮崎大学） 

８月４日  ９時００分 感想発表会 （宿泊場所） 

 １２時３０分 閉会行事 （宿泊場所） 

 

体験学習場所：宮崎大学工学部、農学部、医学部  

各学部４講座で体験学習； 合計１２講座 

対象者・参加者：宮崎県内全域の中学校及び高校からの応募者７５名のうち、選考の結果６０名（中  

学３年生１６名、高校１年生１８名、高校２年生２６名）の生徒が参加した。 

内容： 

受講生は青島青少年自然の家を宿泊場所として、初日のオリエンテーションでは、各学部で開催

される講座内容を中心とした研修を受講した。2日目と3日目の昼間は９時から16時まで上記の学部

の実験室で科学実験を体験した。工学部では「3次元モデル設計製作体験」、「レーザー光を使った３

次元加工をしよう」、「画像処理を体験してみよう」、「バーチャルリアリティやドローンなど最先端

の映像技術」の４講座が、農学部では、「動物の骨格標本の組立」、「微生物燃料電池で発電」、「生物

はどうやって進化するの？」、「森の香りを抽出してみよう」の４講座が実施された。また、医学部

では「遺伝子ＤＮＡの観察に挑戦」、「くすりは何故効くの？」、「未来のきみが外科医になる時」、「

神経細胞（ニューロン）を観察する」の４講座が実施された。受講生はこれらの実験講座の中から

自分の興味ある２つの講座を選択し、１日につき１つの講座を体験学習した。また、夜の講習会で

は各学部から教員や院生・学生が参加し、大学での学習、研究や生活などについて受講生との懇談

を行なった。工学部からは４年生と大学院生を合わせて２６名と教員１名が参加した。 

受講生アンケートによると、「進路に工学部という新しい選択肢ができた。」、「たくさんの新鮮な経

験ができた。」、「体験学習を通して考え方ががらりと変わりました。」、「すごく達成感があった。」、「ま

すます大学に進学したくなった。」などの感想が寄せられ、すべての生徒が満足してくれたようであ

る。 
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講座番号５ 

題目：「3 次元モデル設計製作体験」 

担当：鄧 鋼 教授（機械設計システム工学科） 

内容：午前は、設計現場で世界的に多く利用している3次元 CAD ソフトの簡単な利用を体験し，独自の

発想で小物を作ることも予定しています。参加予定者は事前に作りたいもののスケッチを描いて

持参してください。例として、コマ、キーホルダー、携帯用ストラップ、中学校・高校のシンブル

マークなど、ユニークな発 想で考案してください。ただし、時間の関係で設計案の修正などもあ

ります。 

   午後は，3次元モデル製作機（3次元プリンタ）を使って各自が設計した小物を作ります。その他，

回転が止まらない竹トンボ（プラトンボ）、加速する回転コマ作りへの挑戦も予定しており、物理

とものづくりの楽しさを体験していただくことができます。なお、制作した作品は全て持ち帰り

できます。 

 

講座番号６ 

題目：「レーザー光を使った３次元加工をしよう」 

担当：横谷 篤至 教授、亀山 晃弘 助教（電子物理工学科） 

内容：レーザー光には CDの再生装置やレジでバーコードを読み取る装置、レーザーポインターなど一

般的に使われている小出力のものと、加工、溶接、核融合などのエネルギー応用に使われている

大出力レーザーとに大別できますが、基本は同じレーザーです。 

   この研究室では短時間に光をまとめて打ち出すパルスレーザーを用いた、光ファイバーセンサー

の作製技術の開発や、新しい光分析技術の研究を行っています。今回、皆さんにはレーザー装置

の仕組みを学習してもらい、色々な材料にレーザーを照射して実際に加工などの体験をしてもら

う予定です。 

 

講座番号７ 

題目：「画像処理を体験してみよう」 

担当：ティティ 教授（電気システム工学科） 

内容：画像処理・認識技術は非常に広い分野で利用されており、誰にでも分かり易く興味のある分野で

す。これらの技術は、市場成長が著しい自動運転車やドローン、監視カメラ、産業用ロボットと

いった分野をけん引しています。今回は、この中でも基本的な技術に絞って紹介し、実際に色ん

な画像処理を体験することでその面白さを実感してもらいます。最初は、「私の顔ってこんなんだ

っけ？！」です。次は、観光名所によくある顔ハメ看板とクロマキーです。さらに、モーフィン

グと言われる変身技術です。絶世の美女が動物に変身する過程を動画で見せます。なお、制作し

た作品はお持ち帰りできます。 

 

講座番号８ 

題目：「バーチャルリアリティやドローンなど最先端の映像技術」 

担当：坂本 眞人 准教授（情報システム工学科） 

内容：今日、画像処理、コンピュータグラフィックス（CG）、アニメーション、バーチャルリアリティ

（VR）、拡張現実（AR）など映像技術がめざましい発展を遂げており、今後も重要なコミュニケー

ション手段の一つとして科学、設計、農業、医療、教育、訓練、経営、芸術、娯楽など様々な分野

に貢献していくことでしょう。本講座では、これら映像技術の変遷と今後の動向について勉強し

て頂き、実際に画像処理、CG、アニメーション、VR、AR、ドローンによる空撮など最先端の映像技

術の一端に触れながら理解を深めて頂こうと思っています。 
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宮崎県立宮崎北高等学校は平成 15 年度以降、文部科学省からスーパーサイエンスハイスクール

（SSH）の指定を受けている。昨年度は平成 24 年度からの指定を終え、今年度から２年間の経過措

置を受けている。宮崎大学は、SSH指定初年度より同高校からの協力要請を受け、工、農、教育文化

学部からそれぞれ１名の運営指導委員が委嘱され、下記のとおり、その運営や第４期申請に向けた

活動に協力している。 

北高の SSHにおける研究課題は「科学的な探究方法の学びや体験をとおして、事象や原因を客観

的に捉え解明しようとする態度や論理的な思考力を身につけさせるとともに、国際的な視野に立っ

て自らの考えを発信し、将来、科学の発展に寄与できる人材の育成をめざす教育課程や指導方法、

及びその研究成果の普及に係る研究開発」である。 

 

記 

 

平成２９年度 宮崎北高等学校 SSHに対する協力 

1．運営指導委員会（第 1 回は欠席のためメールで意見を提出） 

     第 1 回 平成 29 年 7 月  4 日  宮崎北高等学校 尚志館 

    第 2 回 平成 30 年 1 月 29 日  宮崎北高等学校 尚志館 

              

2．推薦入試合格者への入学前指導内容の指定 

宮崎大学のセンター試験を課さない推薦入試合格者に対し、入学前に工学教育基礎センタ

ーが数学、物理の課題を課している。 

 

  3．「スーパーサイエンスコミュニケーションⅠ」への学生、留学生の派遣 

工学部国際教育センターが留学生や英語の得意な学生を派遣し、北高生徒の英語によるポ

スター発表に対して、英語での質問、討論を行った 

 

  4．教養講座への講師派遣 

年に 8 回、九州管内の大学を中心に 32 大学・学部の出張講義が行われており、今年度、工

学部からは以下の講座を担当した。 

平成 30 年 1 月 20 日 「宇宙の錬金術師」  講師：電子物理工学科 山内 誠 教授 

─┼ꜟכ◒☻▬fi☻Ɫ◄▬◘כⱤכ☻  
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 宮崎県立宮崎西高等学校付属中学では「総合的な学習」の時間を活用して、中学生に科学の面白さや

奥深さを伝え、将来、科学の分野で世界をリードする生徒の育成を目指した「探究」の時間が設定され

ている。この講義の実施に際し、下記の講義を担当した。 

 

記 

 

平成 29 年度 宮崎西高等学校附属中学校への講義 

 

平成 29 年 10 月 31 日 

₈ ≤  Ⱶ◒꜡⌂ ⅛╠ⱴ◒꜡⌂ ╕≢ ₉ 

☿fi♃כ   

 

【講義内容】 

2017年 10 月 31 日に宮崎西高等学校附属中学校視聴覚室にて、2 年生約 80 名を対象として講義

と実験を行った。前半の講義では、この世界を構成する物質は様々な種類の原子から成ること、さ

らに原子は電子と原子核、そして原子核は素粒子から構成されることを解説した。また物理研究分

野の最先端の話題として、日本の研究グループがアジア人として初めて元素命名権（113番元素：

ニホニウム Nh）を獲得した事とその実験内容を紹介した。そしてこの宇宙に存在する 100種類近い

元素の原子核は、星の内部や超新星爆発、そして中性子合体の過程で合成された事を、本年度のノ

ーベル物理学賞を受賞した LIGOによる重力波測定と関連付けながら解説した。後半の実験では、

ヨウ化ナトリウム（NaI）サーベイメーターを用いて生徒に放射線測定を体験してもらった。生徒達

は積極的に、室内の環境放射線量や、食物や人体に含まれる塩化カリウム、ランタンのホヤ等の身

近な物から出る放射線の測定に参加した。またアルミニウム、銅、鉛を用いて金属による放射線の

遮蔽効果の測定を行い、放射線と物質の相互作用に関する考察を行わせた。生徒達は、地球上で我々

が日常的に放射線を浴びている事に驚くと共に、非常に熱心に実験に参加していた。また、素粒子

や原子核に関する質問も多く寄せられ、基礎物理学研究への関心の高さが見られた。 

 

 

 

┼─  

 



－ 49 － 

 

講義実施日：平成 29 年 12 月 1 日 

₈ ה ┼─ ╩ ⇔√꜡Ⱳ♇♩ ₉ 

  ꜡Ⱳ♥▫◒☻    

 

   

【講義内容】 

 2017 年 12 月 1 日に宮崎県立宮崎西高等学校付属中学 1 年生 2 クラス約 80 名、教職員 2 名が宮崎大

学に来学し、大会議室にて「医療・福祉分野への応用を目指したロボット工学」というタイトルで講義

を行った。講義の内容は、まず大学とは、工学部とはどんなところなのか、私の学生時代（特に宮崎大

学の学生時代）、最新の脳研究（ブレインマシンインターフェイス）、大学で開発している福祉・介護機

器の紹介（特に表情筋での車椅子制御システム、ロコモティブシンドローム推定システム）およびそれ

らの基礎知識に関して座学形式で講義を行った。質問が例年より多く、積極的な生徒が多いと感じた。

その後、3 グループに分かれてもらい、筋電位計測体験、ロコモティブシンドローム計測体験、目線で

パソコンを制御する体験をしてもらった。ほぼ全員の生徒に対して、歩行動作からのロコモティブシン

ドローム計測を行い、その結果を確認してもらった。それぞれの体験には、大学院生 1 名が説明を担当

し、中学生にもわかりやすく説明するよう心がけた。 

 講義中は熱心にメモ等を取りながら聞いており、また、体験にも積極的に参加しようとする姿勢が例

年よりあるように感じられた。最後の代表者挨拶も、講義と関連のある内容を自身の言葉でまとめてお

り、将来が楽しみである。近い将来、本講義を受けた生徒の中から工学の分野で活躍する人材が出てく

ることを期待している。 
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宮崎県立宮崎南高等学校では、フロンティア科 2年生の授業として｢総合科学｣が昨年度に新設された。

これは、様々な分野にわたる講義や実験・実習を通して生徒の好奇心や探求心を喚起し、生徒自身が自

ら学び研究しようとする姿勢を育むことを目的とした科目である。宮崎大学工学部と農学部は、その授

業への協力としてフロンティア科の理系の生徒の研修を行った。この事業に対して 2017 年度は、工学

部を希望した生徒に対して、4 研究室が対応し、講義や実験を行ったので報告をする。 

 

実施日 2017年 6 月から 7 月にかけて計 5 回、 14: 30－16: 30（120分） 

 

各研究室の｢総合学習｣テーマ 

松田研究室（基礎教育センター） 宇宙線を測る 

前田研究室（電子物理） 赤色と青色では、どちらのエネルギーが大きいか？ 

松下研究室（環境応用化学） 色素分子や光る物質を作ろう！ 

五十嵐研究室（基礎教育センター） コンピュータで、物理の学習をしよう 

 

実施体制 

 事前に各研究室がテーマを提出し、1 研究室あたり 2 名から 6 名の生徒が配属され、計 13名の生徒が

参加した。各研究室では教員に加え大学院生の補助員などを配置し、毎回の講義・実験の補助を行った。 

 

各研究室の実施状況、成果 

松田研究室 

2 名の配属があり、計 5 回で体験演習、課題演習、放射線検出器の製作を行った。体験演習では霧箱、

スパークチャンバーなどの検出器を用いて、放射線の可視化を行って放射線について直観的に理解する

ことを試みた。さらに課題演習として放射線を使った応用についての検討と発表を行ってもらった。そ

の後、空から飛来する宇宙線の角度分布測定、さらに手作りによるガス比例計数管の製作を行った。学

部 4 年生が補助としてついた。（写真は比例計数管製作の様子） 

 

ⱨ꜡fi♥▫▪ ₈ ₉┼─  
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成果 

 高校ではあまり行うことはない装置の製作をテーマとして体験させることができた。 

また、大学教員や補助としてついた学部 4 年生と作業などを共にしながら接したことで、大学というも

のを身近に感じてもらえたのではないかと思われる。 

 

前田研究室 

 3 名の配属があり、5 回の講義と実験を行った。講義には簡単なテキストを作製し、全体の流れを理

解させ、難しい用語や回路などは、解説を行った。毎回修士課程 1 年生が 1 名補助についた。 

第 1 回は、発光ダイオードの原理を説明し、ブレッドボードに電子回路を作製して点灯させる実験を

行った。第 2、3 回には発光ダイオードの電流電圧特性の測定を行い、立ち上がり電圧が発光色によっ

て異なることを実験で確かめた。第 4 回は光の色とエネルギーの関係を学習し、プランク常数を使って

その関係を考えさせた。また、色の混合の実験やスペクトルの観察を行った。第 5 回は、応用実験とし

て回折格子を用いて、光の波長を求める実験を行った。 

（写真は、ブレッドボードを使った回路と点灯実験の様子） 

 

 

成果 

 大学の研究室で、高校では行えないような課題解決型の実験を行い、実験データをまとめると言う過

程を体験させることができた。高校生は、グループで話し合いながら問題を解決していく場面も見られ、

目的は達成できたと思われる。高校側の教員の話では、各研究室において少人数で実験を行うことで、

生徒が大学を身近に感じられるようになってきたということだった。 

 研修後、生徒からの感想文を読むと、宮崎大学の受験も考えたいという意見もありそのような方面で

も効果があった。 

 

松下研究室 

 生徒 6 名に対して「色素分子や光る物質をつくろう！」を研修テーマとして，1 回約 2 時間で 5 回の

講義と実験を行った。研修のテキストプリント（48ページ）を作製し，それに沿って次第に内容が深化

する実験を実施しながら，“色”について理解でき，発光や染色について体験実験できるようにした。5

回の講義・実験を指導担当教員 1 名と修士課程学生 1 名が指導しながら，下表のようなスケジュールで

実施した。実験の写真を次ページに添付する。 
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実施回 講義・実験内容 

1 〔講義 1〕色はどうしてでるの？発光の原理は？ 

〔実験 1〕色の加法混色を体験， 

〔実験 2〕蛍の光を再現（バイオルミネセンス） 

2 〔講義 2〕蛍光発光を利用して，人工のウミホタルをつくる！ 

〔実験 3〕ルミノール反応による血痕判定 

〔実験 4〕ルミノール反応でウミホタル（アルギン酸発光カプセル）を再現 

3 〔講義 3〕藍の歴史とインジゴの人工合成 

〔実験 5〕インジゴの合成 

〔実験 6〕藍染めの赤色色素「インジルビン」の合成 

4 〔講義〕インジゴによる藍染めと水溶性染料「インジゴカルミン」の合成 

〔実験 7〕インジゴによる浸染（しんぜん）での布の染色 

〔実験 8〕インジゴカルミン（水溶性青色染料）の合成 

5 〔講義〕インジゴカルミンによる色変わりを体験！ 

〔実験 9〕インジゴカルミンの酸化還元反応での還元剤の探究 

 

成果 

 化学に興味を持ってもらうために，化学変化が目で見てわかる色素を研修テーマに設定した。次第に

難しい実験操作ができるように実験内容を工夫し，5 日間で 9 この実験を設定した。高校での本格的な

化学実験の機会は少ないと思われ，生徒たちは実験の結果に満足しているようであった。なお，生徒は

この研修の後で自主研究を行うとのことで，インジゴカルミンの酸化還元反応をさらに発展させる研究

を行うことをグループで相談して決めていた。大学でしかできない実験もあり，よい体験になったと考

える。 

 

実験の写真 

色の加法混色( 3 色を 1 つに集め白に)  蛍の光を再現（黄色以外の発光も･･･） 

   

アルギン酸発光カプセルを作製 過酸化水素水で光るウミホタル 

  

インジゴとインジゴカルミンを合成 藍染めの赤色色素「インジルビン」を実現 
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インジゴによる浸染（しんぜん）染色 5 日間の実験を終えて 

 

 

 

五十嵐研究室 

「コンピュータで、物理の学習をしよう」というタイトルで、4 名が参加してくれた。最初の 2 回は

Tiny Basic の演示と練習を行った。Tiny Basic を使うとカラーの図や動画が作れるので、簡単な物理

のシミュレーションを題材に、プログラムの作成体験をしてもらうことと、シミュレーションを通して

物理の理解を深めてもらうことを目的とした。残りの 3 回では 2 名ずつ 2 班に分かれ、テーマを決めて

プログラム開発に取り組んでもらった。2 つの班のテーマは放物運動に関係したもので、一つはモンキ

ーハンティング、もう一つは花火のシミュレーションであった。最初のうちはプログラムに慣れるのに

苦労していたようだが、失敗を重ねながらも、学生同士が相談し合い、適度に助けをもらいながら、5 回

目の終わりにはある程度仕上がった作品を作っていた。毎回修士課程 1 年生が、実習のサポートを行っ

てくれた。 

高校生は明るく元気があって、楽しそうに実習をしてくれていた。質問も積極的にしてくれたので、

こちらも楽しかった。 
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今後の課題  

担当した教員の意見を以下にまとめた。予算関連の問題点の指摘が多かった。 

・今回は高校生の配属数は多くはなかったので、装置製作の指導などで丁寧に対応できたが、人数が多

かった場合は指導する側の体制、部屋や予算などの制約から、テーマは今回とは異なるものにしなけれ

ばならなかったであろう。 

・TA経費は配分予算から手当てできず，全くのボランティアで修士学生に協力してもらった。 

・高校 2 年生では数学や物理の知識の前提が制限され（例えば指数関数をまだ知らないなど）、テーマ

選択をさらに検討する必要があると感じた。 

・課題解決型の実験を行ったが、高校生と言うこともあり、最後は答えを教えてしまった。これがよか

ったはよくわからない。 

・実験材料費も不足し，委任経理金から不足分を補って 6 人分の実験準備をした。今後も本格的な実験

を体験させるためには，予算の確保が課題となる。 

 

謝辞 

2017年度は学長裁量経費の戦略重点経費より、農学部と併せてこの事業に 10 万円の補助をいただい

た。これにより、学生補助代と実験材料費の一部をまかなうことができた。感謝いたします。 
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 電気システム工学科では，平成 26 年から高鍋高校普通科探求科学コースの科目の一つであるサ

イエンス探究ツアーに協力しており，今年度で 4 回目となる。本年度も，電気システム工学科の教

員が同高校の生徒さん向けに探究実験に取り組んだ。受入れ学生数は 42 名で，5 名程度の少人数の

グループに分かれ，9 名の教員で対応した。 

まず，電気システム工学科の紹介および安全講習を行った。その後，各研究室に分かれ，以下の

8 つの実験に取り組んだ。受講した生徒の皆さんは真剣に，話し合いながら積極的に実験に取り組

んでいた。また，昼食時間には，ティーチングアシスタントの大学生と一緒に大学生協にて昼食を

取り，大学生活の一部を経験してもらった。最後に，バスまでの移動を利用し，キャンパス内の施

設見学を行った。 

 

１０：１５～１０：３０  電気システム工学科の説明および安全講習 

１０：３０～１２：３０ サイエンス探究実験（研究室に分かれて実験） 

● 電気の作り方を体験する。 

● 無線通信における人体遮蔽の影響について 

● LED調光回路の製作と評価 

● プラズマ利用の環境浄化とフードビジネスへの挑戦 

● 画像検索の仕組みについて体験する 

● 回路シミュレ－タ SIMETRICSを体験する。 

● 光のいろいろ 

● 磁気でみえない金属欠陥を探る 

１２：３０～１３：３０ 昼食（宮崎大学学食／実験ＴＡの学生と一緒に） 

１３：３０～１４：３０ サイエンス探究実験 

１４：３０～１４：４５ 総括および生徒代表挨拶（各班の代表生徒） 

１４：４５～１５：００ バスまで移動 

 

終了後に，生徒さんから次のようなコメントを頂戴した。 

「学生の生き生きとしたキャンパスライフを目にし，大学へ進学したいという気持ちが高まり，勉強の

モチベーションにつなげていこうと思いました。」 

生徒さんの探求心・好奇心を揺さぶり，今後の探究活動並びに学習意欲喚起に繋がる取組の一つにな

ったことと思う。 

₈◘▬◄fi☻ ─₉כ▪♠  
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数学担当      伊藤翼 （工学基礎教育センター） 

工業（機械系）担当 河村隆介（機械設計システム工学科） 

 

本ネットワークは、宮崎県下の高等学校と宮崎大学工学部との教育に関する様々な連携活動を踏

まえ、平成１８年に設立されました。設立以降、数学・物理・化学・工業（機械系・電気系）の各

部会で継続して高大連携が進められています。本稿では、平成２９年１月から１２月における本ネ

ットワークの主な活動の概要を紹介します。より詳しい活動報告等は専用のウェブページ（宮崎大

学工学部のトップページに入り口があります）に掲載していますので是非ご覧ください｡ 

 

「高等学校と宮崎大学工学部との教育ネットワーク」ウェブページアドレス 

http ://www.miyazaki -u.ac.jp/tech/eng-network/index.html  

 

 

１．高大連携と教科間の連携（物理・数学） 

物理部会では、高大連携の柱として｢高等学校と大学との物理教育に関する連絡会｣を定期的に開

催している。この会合では、学内外から講師を招いての各種講演会や、高校や大学の教員による教

育研究の発表などが行われている。平成２９年には３回の会合が開催された。以下に各会合の概要

を紹介する。 

 

 

○第３１回会合（平成２９年３月５日） 

この会合では物理実験をテーマに「定電圧電源と定電流アダプターによるコンデンサーの実験」、

「スペクトル管とグレーチングによるスペクトル観察」、「クレーターの形成実験」などの実験研修

会が実施され、それを受けて情報交換と協議が行われた。高校に実験器具はあるが使い方がよくわ

かっていない場合もあるようで、実際に器具を使いながら実験することで、器具の具体的な使い方

をよく理解でき、その実験の汎用性を考えることができたようである。実験の楽しさを再確認する

機会となり、これからの授業でも多くの実験を行い、机上での学習と実験とを結びつけていきたい

と考える方が多かった。 

 

 

○第３２回会合（平成２９年８月５日） 

宮崎大学工学部電子物理工学科から講師を招いての「Web カメラを粒子検出器として利用した

教材について」と題する講義が行われた。スマートフォンやパソコンに搭載されているカメラは可

視光だけでなく、放射線に対しても感度を持つので、それを利用し放射線の画像データを取得して

簡単な解析を行う方法が紹介された。いろんな応用例が考えられる教材であり、実際に授業の中の

実験として取り入れていきたいと考える方も多くいたようである。また、九州高等学校理科教育研

究会で編集している問題集「研究ノート」について利用状況や活用方法について意見交換を行った。

実際に研究ノートがどのように使われているか報告があり、編集員を担当された方により研究ノー 

≤ ≤─ Ⱡ♇♩꞉כ◒ 
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ト編集の目的や編集会議の様子が紹介された。研究ノートは地方国公立大学の入試に対応できるよ

う編集されていて、基礎から応用まで幅広くカバーされていることが分かり、その活用法に関して

様々な議論が行われた。 

 

○第３３回会合（平成２９年１１月２５日） 

宮崎大学工学部電子物理工学科から講師を招いての「超高効率太陽電池への応用を目指した半導

体結晶成長と評価」と題する講義が行われた。宮崎大学で活発に進めている太陽電池開発の最前線

の研究がわかりやすく紹介された。続いて、「主体的・対話的で深い学び」をテーマに情報交換・協

議が行われた。まず、宮崎県教育研修センターから講師を招いて、「主体的・対話的で深い学び」と

はどういったものか概要を説明され、深い学びへと導く「本質的な問い」の重要性などの話をされ

た。それをもとに、物理における「主体的な学び」、「対話的な学び」、「深い学び」のそれぞれにつ

いて議論が行われた。今後も重要なテーマの一つであると思われ、継続して協議していくことが必

要だと考えられる。 

 

 

２．インターンシップ（機械系） 

①大学での工業高校生のインターンシップについて 

「工業高校生のインターンシップ」（機械系工業高校生のための宮崎大学での体験授業）を平成

２９年８月１７日、１８日、２１日の３日間で実施した。この行事は高大連携協議会（機械系）に

おいて高校側から提案された要請に応えて平成２７年度から実施され、今回で第３回目となる。参

加生徒は宮崎工業高校（１名）、小林秀峰高校（１名）、都城工業高校（２名）、日向工業高校（１名）

からの合計５名であった。最初に学科紹介とオリエンテーションを行った後、３日間にわたり５テ

ーマ分の体験授業を実施し、各テーマに対するレポートを提出させ、最後に発表会と質疑応答を行

った。昨年度の参加生徒からレポート作成にかける時間が不足したというアンケート結果を踏まえ

て、体験授業のテーマの直後に参加生徒に体験授業の概要を作成させる時間を設けた。発表会後に

実施した受講生へのアンケートの結果によれば、参加の目的は大学教員による授業体験、進学の参

考、大学の教室・設備の見学であり、その目的はほぼ達成されたと参加生徒から回答があり、大学

の実験設備で学び理解を深めることができた、進学意欲が高まった、勉学への励みになったと感じ

ていることがわかった。 

 

②高校での大学生のインターンシップについて 

本学機械設計システム工学科２年生１名、１年生２名の計３名が宮崎県教育委員会主催の平成２

９年度スクールトライアル事業に参加した。この行事は県内大学の１、２年生で高校教諭を希望し

ている学生等を対象に高校教諭の業務に対する理解を深めるために、高校教諭の日常の職務内容を

体験するものである。参加学生は７月２９日に宮崎国際大学でオリエンテーションを受講した後、

各々希望する高校で３日間の学校体験を行った。主な内容は、ショートホームルームへの出席、授

業や実習の見学、事務作業、集会・会議への出席、在校生に対する講話である。参加学生の学校体

験報告書によれば、高校教諭が様々な仕事をする場面を見学し、今後、大学で様々な経験をして、

高校教諭になるために精進したいと抱負していることがわかった。 
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３．高大連携協議会（機械系） 

工業系部会では、宮崎県下の工業高校と宮崎大学工学部との間での協議会を継続的に開催してい

る。平成２９年は機械系において次の協議会が開催された。 

 

○平成２９年１１月３０日（於 宮崎大学） 

高校の進路状況や少子化の影響、大学の近況、学科の新入教員の紹介や大学の進路状況について

相互に情報交換を行った。今後の高大連携について以下のとおりに協議を行った。 

① 大学での工業高校生のインターンシップについては、平成３０年から推薦入試に代わって、 

AO 入試が９月末に行われることから、お盆休みより早い時期に実施することとし、平成３０年６

月中旬頃に高校側へ開催日程について問い合わせることとした。 

②高校での大学生のスクールトライアルについては、高校教諭を志望する学科学生に対して本事

業への参加を引き続き案内することとした。 

その他、高校側から平成３１年度工学部 AO 入試について質問があり、AO 入学実施概要の資料

に基づき選抜方法等について紹介した。AO 入試の募集要項については、今後公開される大学ウェ

ブサイトの入試情報を参照するようアナウンスを行った。 

以上
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 宮崎大学では、本学の教育研究について地域の理解を深めることを目的として、高等学校や高等

専門学校に本学教員が出向いて講義を行う「出前講義」を行っています。学問の最先端の話題や魅

力についての紹介や、本学の入学者受け入れ方針・教育目標について説明します。高等学校と本学

との連携の一環として、お気軽に御利用ください。申し込み・お問い合わせは宮崎大学学生支援部

入試課までお願いします。 

 平成２９年に工学部の教員が行った研究内容の講義および工学部の案内( 進学説明を含む) を

紹介します。 

 

 

    地盤災害とその対策 

   社会環境システム工学科 亀井 健史 

    ６月２日（金）10:40～12:40  宮崎学園中学校  ８０名 

  

  
 

 

 

    環境バイオテクノロジーの最前線 

  環境応用化学科 廣瀬 遵 

    ６月１０日( 土) 10:0 0～11:50  宮崎県立宮崎北高等学校  ８６名 

  

  

 

 

 

     身の回りの化学物質と環境影響 

   環境応用化学科 塩盛 弘一郎 

    ６月１６日( 金) 14 : 20～15: 35  宮崎県立福島高等学校  １０名 
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     インフラ構造物の長寿命化について 

   社会環境システム工学科 森田 千尋 

    ６月１７日（土）10:40～12:20  宮崎県立日向高等学校  ２１名 

  

  

 

 

 

     課題研究中間報告会 

    前田 幸治 

    ６月２２日( 木) 14: 40～16:40  宮崎県立延岡星雲高等学校  １８名 

  

  フロンティア科２年生の課題研究について、各班１０分程度研究経過と計画をプレゼンしてもら

った。それに対して、１０～１５分程度今後の方向性や実験についてアドバイスした。内容は、物

理的なものから生物に関するものまで様々だった。 

 

 

     課題研究中間報告会 

   森 浩二 

    ６月２２日( 木) 14: 40～16:40  宮崎県立延岡星雲高等学校  １８名 

 

  フロンティア科の２年生がおこなっている課題研究について、発表計画をプレゼンしてもらい、

今後の実施内容についてアドバイスをおこなった。班によって練度が異なってはいたが、その段階

にあわせて今後やるべきことについて提案していった。 

 

 

      課題研究中間報告会 

   荒井 昌和 

    ６月２２日( 木) 14: 40～16:40  宮崎県立延岡星雲高等学校  １８名 

 

  フロンティア科２年生の課題研究について、各班１０分程度研究経過と計画をプレゼンしてもらっ

た。それに対して、１０～１５分程度今後の方向性や実験についてアドバイスした。内容は、物理

的なものから生物に関するものまで様々だった。 
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      電気機器 

   電気システム工学科 長田 尚一郎 

    ７月６日（木）8:50～10:20  都城工業高等専門学校  ４０名 

  

   

EV

 

  

 

     近年の環境問題及び廃棄物を利用したエコマテリアルの開発 

    木之下 広幸 

    ７月７日（金）13:40～15:50  熊本県立人吉高等学校  ２１名 

 

  (1) 宮崎大学の学部・学科、大学院の紹介 

  (2) 機械設計システム工学科で学ぶ主な専門分野、JABEE教育プログラム、就職・進学状況、及び

学科で行われている研究の紹介 

  (3) 地球温暖化、大気汚染、水質汚染、及び廃棄物のリサイクル等の現状について 

  (4) 廃棄物を再利用したエコマテリアルの開発について 

 

 

     

   情報システム工学科 池田 諭 

    ７月１５日（土）10:30～12:00  宮崎県立日南高等学校  １４名 

  

  学科の紹介（１５分）のあとは、途中休憩を取りながらシャノンによる情報源符号化理論の概

要について講義した。 

 

      

   電気システム工学科 加来 昌典 

   ７月２１日（金）8:50～10: 20  都城工業高等専門学校  ３３名 

 

  「電気計測」の講義の一環としての依頼であったので、光計測に関する内容を中心に、極微弱光

の計測の基礎と応用について解説し、また、宮崎大学で行っている関連する研究事例の紹介を行っ

た。 
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     掃除機ロボット以降、生活支援ロボットはここまで来た 

   環境ロボティクス学科 李 根浩 

    ７月２２日（土）9: 05～10:15  宮崎県立都城西高等学校  ３０名 

 

  学科の紹介（アドミッションポリシー、４年間の講義流れ、研究分野、就職先）を含め、自身の

研究と研究室の卒業論文について紹介した。また、からくりから始まった日本ロボット研究の歴

史を紹介し、最近のサービスロボットの現状として、アミューズメント・エンターテイメントロ

ボットと移動支援ロボットにおける新たな技術を説明した。 

 

 

     

   電子物理工学科 吉野 賢二 

    ７月２５日（火）13:30～15:30  宮崎県立延岡星雲高等学校  １８名 

 

  最初に、エネルギー問題、再生可能エネルギーの話を行い、太陽電池、なかでも化合物半導体太

陽電池（特にCuInGaSe₂）の特徴、作製方法および現在の開発状況について説明し、学内の施設見

学も行った。 

 

 

       

   電子物理工学科 森 浩二 

    ９月６日（水）13:30～15:30  宮崎第一高等学校  ５０名 

 

  現在の宇宙物理学の最新成果を紹介するとともに、大学で学ぶことの魅力について説明した。 

 

 

     

   環境ロボティクス学科 佐藤 治 

    ９月９日（土）11:00～12:00  宮崎県立延岡星雲高等学校  ３１名 

 

  「工学部で学ぶことの面白さ」を伝えるために 

   ①企業との共同研究例（田村研/ 自動運転評価ｼｽﾃﾑ・ﾋﾞﾃﾞｵ） 

   ②高校履修内容（数Ⅱ、数Ⅲ、物理）と大学で学ぶ内容との関連⇒公式導入ﾌﾟﾛｾｽが重要 

   ③ﾒｶﾄﾛ演習（ﾏｲｺﾝ演習例、学生の作品/ 音楽演奏ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ・ﾋﾞﾃﾞｵ） 

   ④最適制御計算例（計算回数と評価・実演）、AIの開発例（ﾋﾞﾃﾞｵ） 

等について、平易な説明を試みた。 
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  機械設計システム工学科 各務 聡 

    ９月２９日（金）14:40～16: 30  宮崎県立宮崎西高等学校  ６４名 

 

  大学や大学院における機械工学の研究と学習内容について、宇宙推進機の研究テーマを例に挙げ

て説明した。 

 

 

       

    片山 徹郎 

    ９月２９日（金）14:40～16:30  宮崎県立宮崎西高等学校  ７４名 

 

  自分たちの身の回りに多くのコンピュータが存在し、ソフトウェアが無ければもはや社会や経済

が動かない現状を認識してもらい、ソフトウェアを作ることの重要性や大変さ、やりがいさについ

て講義した。 
 

 

     

   電気システム工学科 迫田 達也 

    ９月２９日（金）14:40～16:30  宮崎県立宮崎西高等学校  ５６名 

 

  ・電気系学生の社会からのニーズが高いことを紹介 

   電気分野の研究が幅広いことを紹介（情報通信、バイオ、エネルギー分野を紹介） 

  ・宮崎県農業の現状、フードビジネスを紹介 

   プラズマによる殺菌技術を紹介（マンゴー） 

 

 

      

   環境応用化学科 横井 春比古 

    ９月２９日( 金) 14:3 0～16: 30  宮崎県立宮崎西高等学校  ３４名 

 

 講義の前半では、工学部環境応用化学科での教育内容、研究内容及び卒業後の進路について、

概要を説明した。後半では、具体的な研究内容として、微生物機能を活用するバイオマスエネル

ギー生産技術の開発について、概要を紹介した。 

 

 

     

    保田 昌秀 

    １０月１０日( 火) 13:25 ～16:05  宮崎県立妻高等学校  ５８名 

 

 講義には、同高校出身の学生（環境応用化学科３年生）が同行し、PPTを使って大学生活の報

告などを行った。また、光触媒による水素発生の講義および宮崎大学・工学部の紹介を行った。 
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    入江 光輝 

    １０月１３日( 金) 14:20 ～15:35  宮崎県立福島高等学校  １０名 

 

 冒頭に自己紹介を兼ねて工学部の紹介を行った（５分程度）。引き続き水の流れを観察する生

徒自身による簡単な実験とデモンストレーションを行い、その後、川やダムにおける現地観測と

数値モデルによるシミュレーションの紹介を行った。 

 

 

     

    淡野 公一 

    １０月１７日( 火) 9: 00～10:00  宮崎県立佐土原高等学校  ４５名 

 

集積回路の中につくり込む温度センサー回路について講義した。これまで問題となっていた感

度と測定範囲のトレードオフを克服する新たなアーキテクチャを紹介し、そのアーキテクチャを

用いたLSIの試作とその測定結果について説明した。また、留学生による英語の研究紹介も実施

した。 

 

 

     

    李 根浩 

    １０月１９日( 木) 14:30 ～16:20  宮崎県立宮崎南高等学校  ４１名 

 

 はじめに、学科の紹介（アドミッションポリシーと４年間の講義流れ、就職先など）および研

究室の卒業研究についての紹介を行った後、からくりから始まった日本ロボット研究の歴史を説

明した。また、日本発サービスロボットの最前線を説明した。 

 

 

     

    菅本 和寛 

    １１月１７日( 金) 10:50 ～12:40  宮崎学園中学校  ７５名 

 

 フィルムケースにクエン酸と重曹、最後に水を入れ、フタをしてフィルムケースをロケットの

様に飛ばす実験を行った。個人実験でクエン酸、重曹、水、氷水の量最適化をした後、フィルム

ケースロケットの飛距離を競う実験をした。この実験により、酸とアルカリの中和反応、物質の

状態変化などを体験させた。 
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    前田 幸治 

    １１月２４日( 金) 15:40 ～16:50  宮崎県立都城泉ヶ丘高等学校  ２９０名 

 

 前半は、光と電子の間のエネルギー変換材料としての半導体の話、その例として太陽電池や

LEDを取り上げ、仕組みや発展と材料評価について紹介した。後半は、高校生の進路の選択の一

つとして、研究職についてや大学の研究室での研究についてなどの話をした。 

 

 

     

       

    １２月１４日( 木) 10:30 ～12:00 鹿児島県立曽於高等学校（本学での講義）８名 

 

 はじめに、学科の紹介（アドミッションポリシーと４年間の講義流れ、就職先など）および研

究室の卒業研究についての紹介を行った後、からくりから始まった日本ロボット研究の歴史を説

明した。また、日本サービスロボットの最前線について説明し、研究室にて研究中であるロボッ

トを試演した。 
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꜡Ⱳ♥▫◒☻     

 

宮崎大学工学部と株式会社ホンダロックとの間で平成20年9月16日に締結された｢産学連携に関

する基本協定書｣に基づき産学連携活動を｢技術開発分科会｣、｢人材分科会｣、そして｢知的財産分

科会｣において実施してきた｡また、各年度の4月に定例協議会を実施してきた｡ 

平成29年度の各分科会および定例協議会の活動実績は以下の通りである｡ 

 

【技術開発分科会】 

技術テーマとしては生産技術領域において、｢光切断法を用いた3次元ビジョンセンサーの開発｣

（川末教員）、研究開発領域において「Mg- 異種材料接触部腐食メカニズム解明」（酒井教員、松

永教員）について活動を行った。 

 

【人材分科会】 

平成29年6,7月に採用試験を実施し、1名が内定した｡ 

工学部同窓会主催説明会に参加した。 

短期インターンシップで2名を受け入れた。 

 

【定例協議会】 

平成29年6月8日に、工学部中会議室にて実施された｡工学部から9名、ホンダロック社から12

名、外部専門家委員1名（宮崎県工業技術センター）が出席し、2016年度活動実績、2017年度活動

予定、そして今後の展開についてホンダロック社から報告が行われ、それぞれの事項について質

疑応答がなされた｡そして外部専門家委員、ホンダロック社、工学部からの講評が行われた｡  

 

ⱱfi♄꜡♇◒≤─  

図：6/8 実施の定例協議会の風景 
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宮崎大学工学部では、地域との連携の一環として、地元企業からの卒論テーマを募集し、学生の研究

課題としております。平成１９～２８年度の１０年間に採択され、実際に取り組んだテーマの一覧（提

案企業、研究内容、担当教員）を記載します（平成２９年度採択なし）。 

 

平成１９年度（７件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

( 有) 新福青果 ミニゴボウ収穫方法に関する研究（引抜き収穫のための力学的

検討） 

鄧教員 

（株）沖マイクロデザイン 液晶ドライバの位相補償法に関する検討 淡野教員 

（株）沖マイクロデザイン アナログ集積回路の高線形化技術 淡野教員 

宮崎県木材利用技術センター 蒸気加熱式木材乾燥機内の風速分布に関する研究 平野教員 

旭化成ケミカルズ( 株)  結晶セルロース（MCC)粒子表面と多糖類間相互作用のミクロシ

ミュレーション解析 

湯井教員 

( 株) ブリヂストン 難燃性イオン液体の開発 保田教員 

白上教員 

宮崎県企業局 自然エネルギーから作った電気で水を分解して水素を取り出す

研究 

大坪教員 

 

平成２０年度（８件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

( 株) ブリヂストン中央研究所 難燃性イオン液体の開発及びその光・電気化学的挙動解析 白上教員 

富士シリシア化学株式会社 コバルトフリー型新規湿度インジケーターの開発 保田教員 

旭化成ケミカルズ（株） 晶性セルロース（ＭＣＣ）粒子表面と多糖間相互作用のミクロ

シミュレーション解析 

湯井教員 

（株）沖マイクロデザイン ＬＳＩ内部に作り込む温度センサー回路 淡野教員 

（株）ひなもり銘木 木材の在庫管理および販売のための効率的なデータベースの構

築 

淡野教員 

三和精密工業株式会社 アルミ鋳造用金型の熱損傷分析と改善策の検討 鄧教員 

（有）新福青果 ミニゴボウ生産用農機の開発 鄧教員 

（株）ホンダロック フレキシブルワーク固定治具の開発 鄧教員 

 

平成２１年度（３件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

（株）ブリヂストン中央研究所 難燃性イオン液体の開発 白上教員 

（株）ひなもり銘木 木材の在庫管理および販売のための効率的なＷｅｂデータベー

スの構築 

淡野教員 

田村教員 

⌐╟╢  ⱴכ♥
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（株）ホンダロック生産技術部 ピン・プレート型フレキシブルワーク固定治具の開発 鄧教員 

 

平成２２年度（７件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

東京国際技術研究所 平板反射集光型太陽電池の出力特性の評価 迫田教員 

（株）ひなもり銘木 木材の在庫管理および販売のための効率的なＷｅｂデータベー

ス構築・運用 

淡野教員 

田村教員 

社会福祉法人恵佼会ＣＡＤセンター 視覚障害者のためのトイレ室内誘導・補助システムの開発 淡野教員 

田村教員 

( 有) 鹿嶋福祉器研究所 福祉用具らくらくつりわ金具による故意の事故防止対策研究 淡野教員 

田村教員 

( 株) ウィズダム 新たな農薬散布機器の開発：効果の理論的解析と人体への影響

に関する考察 

淡野教員 

( 株) ブリジストン中央研究所 発光性イオン液体の開発 白上教員 

( 株) ホンダロック生産技術部基幹技

術課 

フレキシブルワーク固定治具の実用化 鄧教員 

 

 

平成２４年度（４件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

ＰＶＧ Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ株式会

社 

両面受光型太陽電池モジュールの屋外出力評価 西岡教員 

瑞穂医科工業株式会社 骨格系部材疲労試験機の設計製作 鄧教員 

多田産業株式会社 剣道防具の打撃緩和性能の向上に関する研究 鄧教員 

（株）ウィズダム サブミクロンミスト発生装置のミスト径コントロールシステム

の構築 

淡野教員 

 

平成２５年度（２件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

東九州メディカルバレー構想 コー

ディネータ 

ロコモ症状と年齢との相関に関する研究 鄧教員 

多田産業株式会社 剣道防具の打撃緩和性能の向上に関する研究 鄧教員 

 

平成２３年度（４件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

社会福祉法人恵佼会ＣＡＤセンター 視覚障害者のためのトイレ室内誘導・補助システムの開発 田村教員 

（株）ウィズダム ナノミスト噴霧装置を用いた農作物への忌避剤噴霧実験 淡野教員 

（株）ひなもり銘木 発光性イオン液体の開発 白上教員 

（株）キヨモトデックイチ自動機部 汎用根菜収穫期の実用化 鄧教員 
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平成２６年度（１件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

多田産業株式会社 剣道防具の打撃緩和技術と面の耐久性に関する研究 鄧教員 

 

平成２７年度（１件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

（有）よしたにクロージング バンドによる人の状態・・姿勢変化に関する研究について                    

―高齢者、介護者の生活の質改善を目指して― 

田村教員 

 

平成２８年度（２件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

社会福祉法人まほろば福祉会 障害の程度に合った入力インターフェイスの検証とその活用方

法 

田村教員 

吉玉精鍍株式会社 情報ＳＧ課 ロコモ測定電動昇降椅子の設計と製作コスト評価 鄧教員 

 

 


